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－木這子（きぼこ）とは東北地方の方言で，こけしのこと。小芥子這子（こけしぼうこ）－
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ＩＴ化時代の図書館

医学分館長 佐 藤 洋

昨年12月に医学分
館長を拝命しました。
学生の頃から医学分
館をはじめ留学先や
各地の勤務先の図書
館にはお世話になり
ました。医学部に戻
ってからも，編集長
をしていた Tohoku

Journal of Experimental Medicine（東北
ジャーナル）の多くの部数を医学分館には買
い上げていただき，さらに交換雑誌として世

界各国に送付していただいておりました。
ずーっとお世話になりっぱなしと言っても過
言ではありません。今後は多少でも恩返しが
できればと考えております。
さて，図書館の中心的役割は図書の保存と

必要に応じた貸し出しですが，時代とともに
その役割が多機能化していると思われます。
ことに最近のＩＴ化の波の中で図書館の持つ
機能に変化の兆しが見えているような気がし
ます。最も明らかなもののひとつは電子ジ
ャーナルでしょう。このような電子ジャーナ
ルを可能にしたのはコンピュータの進歩のお



－ 2 －

東北大学附属図書館

かげですが，ここ20年のパソコンの発展は著
しいものがあります。図書館もその進歩の影
響を受けていることは言うまでもないことで
す。
図書館でのコンピュータの利用は，コンピ
ュータシステムを使った文献情報検索の導入
が嚆

こう

矢
し

と言えるでしょう。キーワードからそ
れを含む文献を検索すると言う方法は，コン
ピュータに最も適したもので，Index Medi-
cus等を積み上げて文献検索をしていたころ
と較べることができない程のスピードで望み
の文献に到達できるのは素晴らしいことだと
思いました。
しかし，最初に文献情報検索が導入された
ころは，まだパソコンも無く図書館の一室に
専用線に接続された端末機がありました。端
末機と言っても要するに電気式（電子ではな
い）式のタイプライターで，入力した内容も
検索結果も紙の上に印字されると言うもので
した。
その後数年経って，パソコンが入手できる
ようになると，専用線でなく電話で文献情報
データベースにアクセスが可能になりまし
た。そのころのパソコンは，8 bitの CPU
で，メインメモリーも 32 kB（キロバイト
ですから現在のパソコンがギガバイト近い容
量であることを考えると，その３万分の１）
といったものでした。それでも，自分の機械
でデータベースにアクセス出来るのには感激
したものでした。但し，電話でアクセスする
には，音響カプラーが必要でした。御存じな
い方もいらっしゃるかと思いますが，音響カ
プラーというのはコンピュータの電子データ
を音声に変換する機器（周波数の高低で１，
０をあらわし，現在ファックスが同様の仕組
みを利用）で，電話の送受話器を被せて使い
ます。速度もタイピストより遅いくらい
（300 baudでした）で，画面に出てくる文
献情報がその場で読めたものでした。
いかに遅かろうが，1966年から当月までの

Index Medicusの文献情報が自分の席に居
ながらにして手に入るということは大変有り
難いことでした。ただ，当時のデータベース
アクセス料は相対的に高く，回線料はもっと

高かったので，すぐに一万円くらいになって
しまいました。そのため key wordや検索式
をあらかじめ良く考えておかないと，あとか
ら高額の請求がきて大変な目にあいました。
検索する時は，幾らかかるかドキドキしなが
らコンピュータに向かったものでした。
インターネットや LANなどネットワーク

の普及もあっというまでした。その普及のお
かげで，回線料を気にせずに遠くにあるデー
タベースでも検索ができるようになりまし
た。商業用のデータベースとして大手の Dia-
logはアメリカ西海岸にあります。日本とは
時差のあるアメリカの研究者が利用すること
が多いのでしょうか，日本の勤務時間内こと
に月曜日などアメリカ国内で業務時間外だ
と，大変素早いレスポンスでした。こんなこ
とからインターネットは本当にグローバルと
いうことを実感しました。もっとも素早いレ
スポンスになったのは，データベース側ばか
りでなく，こちらが使うコンピュータも，次
々に新しい CPUが開発されメモリー空間も
飛躍的に大きくなったからでしょう。
現在本学図書館では，いくつものデータ

ベースを利用できます。これはＩＴ化時代の
図書館としては，当たり前のことと言えます。
しかし，そのデータベースにアクセスする方
法はWeb browserを利用するもので，必ず
しも使い勝手がよいとは言えないものです。
また，データベースで得た情報をさらに使う
という点でも十分なものとは言い難いと思い
ます。
その中で，図書館でも別な動きが見られは

じめています。それは，“Z39.50”というク
ライアント／サーバーシステムで情報を検索
し入手するプロトコールとそれに対応した文
献ソフトの利用が出来るようになっているこ
とです。ここで，文献情報検索ソフトと言わ
ずに文献ソフトと言った理由は，そのソフト
ウェア（例えば筆者が使っている EndNote
の類い）が検索ばかりでなくデータベースと
しての情報管理，さらには論文を書いた時の
引用文献の本文内での引用ならびに文献リス
トの自分の望む形式でのフォーマットも可能
だからです。投稿するジャーナルごとに引用
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文献の表示の形式が異なるので，これは論文
を書く時の大きな力になるツールと考えられ
ます。
このプロトコールを使ったソフトウェアの
凄いところは，これまで自分の手元にはおけ
なかった文献データベースを，それがあたか
も自分のコンピュータに存在するかのように
感じさせてくれるようになったことです。研
究者になって以来自分専用の文献データベー
スが欲しいと思っていました。以前はカード
でそろえようと考えたり，その後は一般的な
データベースソフトで構築しようと試みてき
ましたが，その手間ひまに何度も挫折してき
ました。
しかし，現在では商業用のデータベースそ
のものが，あたかも自分のものであるかのよ
うに自由に検索でき，その結果を保存し，さ
らに論文を書く時には入手した文献情報を自
分が投稿するジャーナルの形式に合わせてフ
ォーマットまでして引用文献リストを作成し
てくれるようになったのです。30年前にはタ
イプライターの紙の上への打ち出しでやり取
りしていたデータベースが，自分専用のもの
として二次的な利用も含めて使えるようにな
ったのです。いわゆる“ＩＴ”技術というも
のの素晴らしさが如実にあらわれていると言
えましょう。
加えて電子ジャーナルがあるので，文献検
索とその結果からの必要文献の入手は，飛躍
的に楽になりました。
このような現状を見ていると，電子化によ
って図書館がパソコンの中に入ったと言う表
現も過言でないと思われます。希少あるいは
貴重な文献の電子化も着々と進んでいるよう
です。この図書館のいわば「共有」がＩＴ化
時代の重要なコンセプトのひとつになってゆ
くものと思わざるを得ません。
自分の席にいたまま望みの論文を読めると
言うことはすばらしいことだと思いますが，
冊子体の図書がなくなることはないと思いま
す。それは，人間の認知能力を考えてみると
冊子体のページをパラパラとめくりながら必
要な情報を発見すると言う方法が，その能力
に適した能率の良い方法と考えられるからで

す。したがって，コンピュータがさらに進歩
してそのディスプレイが紙のように薄く柔ら
かくなり，複数ページをパラパラとめくれる
ようにならない限り，冊子体の図書がなくな
ることはないと思います。また，冊子体の図
書がなくならない限り，その頻度は減るかも
知れませんが，人々が図書館に行かなくなっ
てしまうことにならないでしょう。
そう言う時代に図書館がなす役割にはどん

なことがあるでしょうか？ 一つは，学生や
駆け出しの研究者に，文献情報検索の方法を
教育する場としての役割です。これは既にな
されていることと思いますが，単に文献情報
を探し出す方法を教えるだけでなく，もっと
大規模に系統的に教育する必要もあるでしょ
う。
もう一つは，文献情報や論文内容の二次的

な利用に関するルールやマナーを教えること
です。電子情報は，二次的な利用が可能なこ
とが特徴ですが，著作権の保護がなおざりに
されがちです。音楽 CDのことを考えてもら
えば，良くわかると思います。
最近学生にレポートを課すると，インター

ネットでいろいろな情報を集めてくるのだけ
れど，結局それの切り張りだけしてくるので
困る，と言うことをいろいろな場面で教官か
ら聞きます。したがって，情報の二次的な利
用だけでなく。書くと言う作業の本質を教え
ることも大事なことになるでしょう。既存の
情報をどう理解し整理し自分で咀嚼してオリ
ジナルな考えに発展させてゆくのか，を教育
することです。これは研究の本質を教育する
ことになるので，図書館だけでなく大学全体
の役割と言うことにもなるでしょうが，オリ
ジナリティの重要さを著作権保護の点から教
えるのは，やはり図書館の役割でしょう。
まだ他にいくつもの期待される役割がある

ことと思いますが，出来ることから着実に実
現してゆくことが大事かと思います。私も，
一利用者としての立場を忘れないようにしな
がら，この動きに協力してゆくつもりでこれ
からの任期を勤めてゆきたいと考えておりま
す。

（さとう・ひろし）



－ 4 －

東北大学附属図書館

連載 和算資料の電子化（３）：和算常設展の開催

総務課情報企画掛長 米 澤 誠

平成15年度から着手した本学和算資料の電

子化は，予定通り進捗しており，2004年春に

はウェブ公開を行う予定です。

ウェブ公開に先立ち，附属図書館の常設会

場で和算資料の展示会を開催しました。今回

の展示会では，和算の歴史を３期に分けて，

その発展史を主要な和算書によりたどること

ができるよう，約30点の資料を展示していま

す。

今回の常設展の開催は，ウェブ公開と2004

年秋に予定している本格的な「和算」企画展

の予告編的な位置付けのものです。できるだ

け多くの方に和算に興味をもっていただくこ

とを目的に，下記の通り，長期間にわたり開

催することとしました。ぜひ一度，ご覧にな

ってください。

開催期間：2004年１月26日～2004年７月31日

開催時間：本館の開館時間中

場所：附属図書館本館エントランスホール

以下に，和算の各時期に関する解説と，展

示している和算資料名を示します。

第１部 初期の和算：中国数学の摂取から遺題継承による発展

和算とは，江戸時代に日本で発展した日本固有の数学です。

和算は，江戸幕府が開かれ社会が安定してきた時期に，中国の元・明時代の数学の移入か

らはじまりました。中国から伝わった「そろばん」による掛け算・割り算や，両替・利息算・

検地算・測量などの実用的な計算法などが基本でしたが，成立の初期から，ねずみ算に代表

される遊戯的要素を取り入れていたことで，多くの読者を獲得しました。

その役割を果たしたのが吉田光由の『塵劫記』で，この書は江戸期を通じて出版されたロ

ングセラーでした。

和算は次第に，商業活動や普請・測量などの実用算術にとどまらず，数学それ自体を目的

とした問題も追及するようになります。和算家たちが切磋琢磨するきっかけとなったのも『塵

劫記』で，数学問題だけ提示して解答をもとめる「遺題」が大きな役割を果たしました。

［展示資料名］

１．塵劫記 ３巻 吉田光由 寛永８年（1631）

２．新篇塵劫記 ４巻 吉田光由 寛永18年

（1641）

３．算法統宗 12巻 （明）程大位 万暦20年

（1592）

４．割算書 毛利重能 元和８年（1622）

５．竪亥録 今村知商 寛永16年（1639）

６．新刊算法起 ２巻 田原嘉明 承応元年

（1652）

７．格致算書 ３巻 柴村盛之 明暦３年（1657）

８．改算記 ３巻 山田正重 万治２年（1659）

９．算法闕疑抄 ５巻 礒村吉徳 万治２年

（1659）

10．算爼 ５巻 村松茂清 寛文３年（1663）
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第２部 中期の和算：関流による日本数学の樹立

そろばんが広く普及する明代以前は，「算木」とよばれる計算道具が使われていました。和

算家たちは独自の文献研究により，算木による「天元術」という方程式の技法を発見しまし

た。これによって和算の数学としての守備範囲は一挙に拡大しました。

関孝和は，独自の記号法（傍書法）を創始し，天元術の応用法の開拓などで，和算の基礎

を打ち立てました。

また，関には多くの門弟が師事し，学術的な成果を生み出して行くとともに，次第に流派

を形成し和算の主流となります。

一方，和算は大衆化も進み，このころには和算の成果を絵馬（算額）にして，神社仏閣に

奉納する「算額奉納」という文化が全国的に普及しました。東北地方は，多くの算額が現存

することで知られています。

［展示資料名］

11．算学啓蒙 ３巻 （元）朱世傑（1299）

12．算法根源記 ３巻 佐藤正興 寛文９年（1669）

13．算法発蒙集 ５巻 杉山貞治 寛文10年（1670）

14．古今算法記 ７巻 沢口一之 寛文10年（1670）

15．算法至源記 ５巻 前田憲舒 寛文13年（1673）

16．発微算法演段諺解 ４巻 建部賢弘 貞享２年

（1676）

17．算学啓蒙諺解大成 ３巻 建部賢弘 元禄３年

（1690）

18．算法発揮 ３巻 井関知辰 元禄３年（1690）

19．長崎むじん物語 中村政栄 元禄４年（1691）

20．和漢算法 ９巻 宮城清行 元禄８年（1695）

21．大成算経 20巻 関孝和ほか 宝永７年（1710）

22．括要算法 ４巻 関孝和遺稿 荒木村英検閲正

徳２年（1712）

23．綴術算経 建部賢弘 享保７年（1722）

第３部 後期の和算：日本数学の発展普及と諸流派の発生

当初関流では，その研究内容・方法は秘伝で公刊されることはありませんでした。著作の

多くは写本として残され，今に伝えられています。

また，奥義を究めたものには免許皆伝が与えられるという家元制の形で，全国規模で門弟

たちを育成して行きました。

ところが，久留米藩主が和算書を刊行し，関流の和算を公にしてしまって以降，関流の中

からも著作が刊行されるようになりました。

関流の和算が公にされたことから，最上流のように論争を通じて別流派が成立するという

こともありました。また，関流の中からも，独創的な研究成果をあげることで，別流派を名

のる和算家もでてくるようになりました。

幕末に西洋数学が移入される中でも，和算書は刊行され続けました。しかし明治期には，

軍事・科学技術の基礎となる近代数学に取って代わられることとなり，和算は算盤や遊戯問

題という形で今に伝わります。
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［展示資料名］

24．拾 算法 ５巻 有馬頼 明和６年（1769）

25．精要算法 ３巻 藤田貞資著 安島直円訂 天

明元年（1781）

26．神壁算法 藤田嘉言編 藤田貞資閲 寛政元年

（1789）

27．改精算法 会田安明 天明５年（1785）

28．非改精算法 神谷定令 天明７年（1787）

29．絵本工夫之錦 舟山輔之 寛政10年（1798）

30．算法点竄指南録 坂部廣胖 文化12年（1815）

31．算法新書 長谷川寛閲 千葉胤秀編 天保元年

（1830）

常設展示風景

今回の展示では，和算資料や著者について

の解説だけではなく，和算の研究内容や数学

遊戯についての解説により，一般市民の方々

にも楽しめるようにと心がけています。展示

内容についてのご意見・ご要望がありました

ら，備付けのアンケート用紙でお寄せくださ

い。

（よねざわ・まこと）

正月�

2月�

［問題］�

　正月に，ねずみの父母が子どもを12匹生ん

で，親子とも14匹になるとします。�

　この14匹のねずみが，2月には7組の父母

として12匹づつ生むと，全部で98匹となり

ます。�

　このように月に一度づつ，親も子も孫もひ

孫も12匹づつ生むとしたら，12月には何匹

になるでしょうか？�

�

［答え］�

→解答1をみてください。�

上の14匹が父母
となりそれぞれ
12匹を生む�

ねずみ算に挑戦！
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一人５役の35年と図書館の思い出

閲覧第二掛長 前 田 裕 子

実験で徹夜あけの院生がまた資料を検索す

るために，図書室に入ってくるような活気あ

ふれる電気通信研究所が私の最初の図書館勤

務でした。

私には結婚に際して，図書館の仕事を将来

も続けるのであれば，５役を果たすこととい

う夫との約束がありました。１つ目は図書館

員，２つ目は嫁，３つ目は妻，４つ目は母親，

そして５つ目は主婦という５つの役割でし

た。体が５つあるわけではないので，バラン

スよくこなしながらのスタートとなりまし

た。

実際は大変なことばかりで１つ１つ壁にぶ

つかりながらの５役でした。それでも職場に

くると，残りの４役はすっかり頭から離れ，

図書館の仕事が楽しく，新しい知識をどんど

ん身につけていくことの嬉しさや，利用者へ

のサービスの考え方も上司に教えられなが

ら，無我夢中で過ごしたことが昨日のように

思い出されます。かつての上司は「図書館員

は地の果てまで行っても利用者が必要とする

情報を提供する心構えを常に持って，利用者

のニーズに応えなければならない」とよく言

われたものです。今のようにコンピューター

で容易に検索できるという時代ではありませ

んでしたので，二次資料の使い方も食いつく

ように学び，特別にお願いして化学の講義を

末席で聴講させてもらったり，そうした沢山

の方達の好意で図書館の仕事の深さを知り，

「利用者に対してオールマイテイたれ」と心

がけようとしてきました。

そうした折，幸いにも昭和61年度大学図書

館職員長期研修に参加する機会があり，暑い

７月から８月の３週間，つくば市の図書館情

報大学（現筑波大学）での研修に向かいまし

た。職場は電算化にむけてＩＤ貼付の真只中，

女性だからこそ少しでも後輩達に道を開きた

いという気負いと，この３週間完全に４役を

放棄しなければならない不安と複雑な気持ち

とが入り混じっての参加でした。少しでも残

りの４役を果たすため毎週金曜日の夕方帰仙

し，日曜日の夜また，つくば市に戻るのが研

修中の私の暮らし方でした。

研修には何回か参加しましたが，私にはこ

の長期研修がどの研修よりも一番心に強く残

っています。北から南まで沢山の人達と知り

合いになることができ，夜遅くまで大いに議

論し，飲みにいくことが楽しみの一つでもあ

りました。講義が終わると，太陽が沈み白い

ボールが見えなくなるまで，虫に刺されなが

ら，ソフトボールに興じ，大汗をかき楽しん

だことも思い出の一つでもあります。やはり

「同じ釜の飯を食った」という意識が我々研

修生の結束を固め，翌年からは毎年，各地で

集まりをもっており，皆勤賞の方もいます。

この集まりは定年になっても健康でいる限り

続けていこうということで，毎年楽しみにし

ています。ただ残念なことは，不幸にして50

代の働きざかりの方達がすでに４名も仕事途

中で亡くなられたことです。どんなにか無念

だったろうと胸の痛む想いがします。

こうしたネットワークは特に，平成16年度

からの法人化に向けての情報交換などに大い

に役立っており，この研修は図書館の仕事を

していくうえでも，さらに退職後の生きがい

からみても，私の大きな財産となっています。

私が他の研修に参加したり，図書館員とし

ての役割で一層忙しくなって間もなく，舅，

姑も相次いで鬼籍に入り，嫁としての役は免

除され，図書館の仕事にますます力をいれる
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ことができるようになりました。忙しい掛と

いわれた逐次刊行物掛も掛員の協力で無事果

たすことができました。

35年の図書館生活は電気通信研究所図書室

から始まり，閲覧第二掛まで通算７掛の異動

でした。最後の３年間を閲覧第二掛で仕事が

できましたことは，幸いにも国宝（類聚国史，

史記）をはじめ，狩野文庫，漱石文庫等多く

の貴重書に触れる機会に恵まれたことであ

り，東北大学附属図書館がこうした貴重な資

料を所蔵しているということに驚きを覚えた

ことです。まだ整理されていない沢山の貴重

な資料もできるだけはやく整理して，必要と

している利用者に提供できることを願ってい

ます。これらの貴重資料は私にとっては「猫

に小判」ではありましたが，掛員の支えによ

り充実した３年間を過ごすことができ感謝し

ております。

図書館員の役割は，利用者の求める情報の

迅速な提供等，知的労働者であると同時に，

書庫整理等の肉体労働者でもあるということ

です。これは長い図書館生活をとおして強く

感じているところです。

今は，妻役と図書館員役（３月いっぱい）

の２つの役割を充分とはいえないまでも行っ

ています。子供たちは数年前に完全に親離れ

し（当の親は子離れできず，まだ母親役にし

がみついており，子供たちから拒否されてい

るのが現状です）

妻役はいまのところ拒否されておりません

ので，これからも継続していこうかと思って

います。主婦役はここ数年，夫に便乗し役割

を返上していましたが，定年と同時に再採用

されそうですので，ようやく５役から妻役と

主婦役の２つの役割に変わりつつあります。

法人化に向けて大きく変動しつつある大学

図書館を担っていかれる若い方々には，図書

館業務のみならず，常に多くのことに挑戦し，

初心を忘れず，真摯な気持ちで仕事に向き合

ってほしいと心から願っております。

図書館員として35年間いろいろの諸条件を

抱えながら，最後まで完投することができた

のは，諸先輩をはじめとする同僚・後輩の方

々のご協力とご支援および家族の応援があっ

たからこそと心から感謝し，御礼申し挙げま

す。長い間本当にありがとうございました。

（まえだ・ひろこ）
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学術コミュニケーションの変革としての SPARC 活動

総務課情報企画掛長 米 澤 誠

１．学術コミュニケーションの危機

（１）価格高騰と電子ジャーナル化

1655年，英国での Philosophical Transac-

tionsという雑誌の誕生以来，学術雑誌は，
研究成果の公表手段として重要な地位を占め
てきました。
しかし近年，大手商業出版社の市場寡占化
を背景として，大学における学術雑誌は，価
格高騰と購読中止の悪循環という危機に直面
しています。わが国では，過去10年間で外国
雑誌の受入タイトル数はほぼ半減し，研究者
が必要とする学術情報が国内において入手で
きないという事態が生じています。
一方，この数年で学術雑誌の電子化には急
速な進展があり，主要な学術雑誌が電子ジ
ャーナル化されてきました。この電子ジャー
ナル化では，印刷・製本・配送などの経費が
不要となるため，価格の高騰が押さえられる
かもしれないという期待をもっていました。
しかしその期待は，多くの場合，従来の冊
子体購入経費をベースとした価格設定などに
より大きく裏切られ，むしろ大学側は経費負
担の重圧に直面しています。

（２）大学図書館の対抗措置

国立大学図書館協議会（以下，「国大図協」
という）では，学術雑誌の価格高騰と電子ジ
ャーナルの新たな価格設定に対抗するため，
2000年に電子ジャーナルタスクフォースを設
置し，大手商業出版社と協議を行ってきまし
た。その結果，一部の出版社との間で，価格
高騰の部分的抑制や電子ジャーナルのアクセ
ス範囲の拡大といった，大学側に有利となる
一定の成果をあげてきました。
しかし，これらの活動にもかかわらず，雑

誌価格高騰の大きな流れを押しとどめる，根
本的な解決にはいたっていないのが実情で
す。

（３）研究者のコントロール機能の喪失

学術コミュニケーションの危機は，雑誌価
格の高騰にとどまりません。例えば，学術論
文の評価，編集，流通の一連のプロセス全体
が出版社のコントロールのもとに置かれてい
ます。そのことで，価格設定のプロセスに研
究者が関与できず，論文の著作権までもが出
版社に譲渡されているのが実態です。
学術コミュニケーションのコントロール

が，本来主役であるはずの研究者の手から失
われていることこそ，学術コミュニケーショ
ンの危機の本質であるといえます。

２．学術コミュニケーションの変革を！

（１）SPARC の誕生

上記のような状況を変革するために，欧米
では学協会の出版を支援する SPARC（Scho-

larly Publishing and Academic Resources

Coalition）というプログラムが1998年に誕生
しました。

SPARCを発足させたのは北米研究図書館
協会で，新たな研究成果の発表システムとし
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て，大手商業出版社の高額雑誌に対抗できる
雑誌（代替誌）を刊行しています。欧州では
2002年に SPARC Europeが，日本では2003
年に SPARC/JAPANが誕生しました。

（２）SPARC の特色

例えば，米国化学会の Organ i c Le t -

ters（OL）は，Elsevier社の Tetrahedron

Letter（TL）に対抗する学術雑誌として刊行
されました。現在，同誌は Journal of Or-

ganic Chemistryと並びインパクトファク
ターが高く，TL誌をはるかに凌ぐほどに成
長しています。価格は TL誌のほぼ３分の１
に設定されており，電子ジャーナルとしても
提供されています。
また，SPARCが支援している BioMed

Centralは，ユニークな生物医学系出版社で
す。この出版社が取り扱う100以上の学術雑
誌は，オープンアクセス保証の理念のもとで，
無料でアクセスでき，アーカイブも保証され
ています。科学研究の進展には，研究者への
公開が不可欠であるということを原則として
いる出版社なのです。

SPARC

（３）機関レポジトリの普及・促進

欧米ではまた，大学コミュニティの研究成
果の保存・管理・提供システムとしての「機
関レポジトリ」を導入する大学・研究機関が
増えています。これは，個々の研究者の原著

論文を，所属の大学からウェブ公開して，だ
れもが自由に閲覧できるという学術コミュニ
ケーションを実現するものです。SPARCは，
この機関レポジトリの普及・促進も支援して
います。

（４）Create Change

Create Changは，SPARC活動を含めた
学術コミュニケーションの改善を目的とした
教員・図書館員の行動を支援する米国の組織
です。日本では，国大図協がこの活動をサポー
トしており，学術コミュニケーションの問題
やとるべき行動を支援するための資料を公開
しています。ぜひ一度，下記サイトをご覧く
ださい。
URL:http://wwwsoc.nii.ac.jp/anul/sparc/cr-

eate/home.html

３．何をなすべきか？

（１）研究者の方々にお願いしたいこと

学術コミュニケーション変革のため，研究
者の方々には，まず次のような行動を考えて
いただきたいと思います。
① 学外に向かって
・国内外の様々な変革活動との連携・協力
・電子ジャーナルの visibilityの向上
② 学内に向かって
・図書館と協力した電子ジャーナル契約の促
進

・学生・研究者に向けた電子ジャーナル利用
の啓蒙

また，自分の専門分野あるいは所属学会の
学術雑誌が，Create Change活動にどのよ
うな立場をとり，どのように取組んでいるか
を認識していただくことが必要だと考えま
す。
研究者の方々には，大手商業出版社の雑誌

価格高騰の現状について，再度お考えいただ
いた上で，以下のマークが付されている
SPARC活動に関心を寄せていただきたいと
思います。



－ 11 －

Vol. 28, No.4 2004

米国 SPARC：
http://www.arl.org/sparc/home/

（２）附属図書館としての取組み

附属図書館では，Create Changeの日本
への普及をサポートする国大図協の国際学術
コミュニケーション特別委員会の一員として
活動しています。

SPARC/JAPANの活動の支援も積極的に
行っており，2003年８月には国立情報学研究
所との共催で，地方大学としては初めて
SPARC/JAPAN事業説明会を開催しまし
た。この説明会が契機となり，2003年度の
SPARC/JAPANパートナーに，本学理学研
究科数学専攻で刊行している「東北数学雑誌」
など，仙台から２誌が採択されることとなり
ました。

さらに，2004年１月には国立情報学研究所
と本学数学専攻との共催で，米国 SPARC

が支援する数学・統計学分野の電子ジャーナ
ルプロジェクト Project Euclidのワークシ
ョップを，日本で初めて開催しました。この
説明会には，全国の主要数学雑誌の編集者お
よび図書館関係者，総勢54名が参加し，
Project Euclidを推進している米国コーネル
大学図書館の責任者からの説明を受け，情報
交換を行いました。研究者と図書館員が連携
する活動としての SPARCを，日本で初め
て具体化したものと評価されています。
附属図書館では今後とも，日本における

Create Change活動を支援する役割を果た
して行きたいと考えます。

Project Euclid からの説明

「東北数学雑誌」編集長 西川教授の説明

なお，この記事は，以下の資料の記述を参
考にしたものです。
・「Create Change：学術コミニュケーショ
ンの変革を！」，国立大学図書館協議会 国
際学術コミュニケーション特別委員会，
2003

また，SPARC/JAPANについては，以下
の URLを参照してください。
http://www.nii.ac.jp/sparc/index.html

（よねざわ・まこと）
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平成15年度東北大学附属図書館企画展記念講演会講演録

「明治三十三年の漱石，子規，晩翠」

東北大学文学研究科教授 佐 藤 伸 宏

はじめに

本日の私の話は，「明治三十三年の漱石，
子規，晩翠」というタイトルを付けておりま
す。この三者の関わり合い，特に夏目漱石と
正岡子規との非常に親密な交流，それから漱
石と土井晩翠との交渉については，これまで
様々な言及がありまして，多くのことが明ら
かにされています。今日の私の話は，そうし
たこれまで語られて来た漱石，子規，晩翠の
具体的な交遊関係をあらためて辿るというこ
とはいたしません。それでは今日，どのよう
な話をしようとしているのかといいますと，
漱石，子規，晩翠における明治33年という時
点に焦点を当てて見ようと考えています。
漱石における明治33年と言いますと，これ
は作家・夏目漱石が誕生する以前であります
ので，正確に言えば夏目金之助ということに
なりますが，当時，熊本の第五高等学校の教
授であった夏目金之助は，この明治33年の９
月に留学先のイギリスに向けて出帆すること
になります。これは日清戦争後の第一回の官
費留学生としての派遣でありまして，ドイツ
船のプロイセン号に乗ってイギリスに向けて
旅立つことになるわけです。これは皆さんも
よくご存知のことだと思います。今回，東北
大学に新収資料としてたくさんの漱石関係の
資料が入ったわけですが，その中に，漱石が
留学先に向けて旅立つ，その旅の途次での手
紙，あるいはイギリスのロンドンに着いてか
らの手紙など，妻の鏡子へあてた書簡が多数
含まれています。今回の展示の目玉の一つで
もあるわけですが，たいへんに貴重な資料だ
と思います。
この明治33年という年は，漱石にとって極
めて重要な意味を持ったイギリス留学の年で
あるわけですが，実はこれから述べますよう

に，正岡子規，土井晩翠にとってもこの年は
非常に重要な意味を担うことになります。こ
の一年が，その後の三人の文学者としての歩
みを決定的に方向付ける，言わば屈折点のよ
うな年になると言っても良いかと思います。
今日の私の話は，そのような重要な屈折点，
転回点となるその年の，三者それぞれの状況，
動静に目を向けてみたいと思います。明治33
年を西暦に直しますと1900年，19世紀の最後
の一年となります。この同じ時間を，この三
者が，それぞれどのように生きたのか，それ
ぞれどのような固有の生を生きていたのか，
見ていきたいと思います。

１．明治三十三年の正岡子規

（１）子規による俳句，短歌の革新運動

それでは，まず正岡子規の問題から始めた
いと思います。子規における明治33年につい
て考えていきますと，二つのポイントが浮び
上がってきます。その一つは，まず，子規の
文学活動がこの年，非常な進展を見せるとい
うことです。それからもう一つは，子規にお
ける病の悪化ということが挙げられます。
子規の病について，あらかじめ少しだけ触

れておきたいと思いますが，子規が結核のた
めに多量に喀血したのは，明治22年５月，子
規の23歳の時でありました。その後，明治28
年５月には２度目の大喀血，翌年になって子
規の病が結核によるカリエスであるというこ
とが判明します。そしてこの明治33年に至っ
て子規の病は非常に重くなるのですね。衰弱
激しく，ほとんど身動きのできない状態とな
ります。またこの年の８月には３度目の激し
い喀血がありました。このような中で，子規
は，死の予感に強くとらわれることになりま
す。そのことを子規は書簡その他の中で繰り
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返し書き付けております。
明治33年というのは，このように非常に病
が重くなって行くということ，一方では文学
活動が大変大きな進展を見せていくというこ
と，この二つのことがポイントとなってきま
す。そして実はこの二つのことは，深く関係
していると考えられるのですね。
初めに，子規の文学活動の進展，あるいは
深まりについて少し考えて見たいと思いま
す。子規の文学活動と言いますと何と言って
も，俳句と短歌の革新運動が挙げられます。
明治25年から子規は俳句の革新運動をはじ
め，続いて明治31年からは短歌の革新運動に
取り組みます。伝統的な俳句，短歌を革新す
ること，新しくすること，言い換えると俳句
や短歌を近代化すること，さらに言い換えま
すと俳句と短歌を明治日本の近代文学として
成立させようとすること，このことが子規の
目的であったわけですね。
ここでこうした子規の革新運動について確
認しておきたいのですけれども，この子規の
活動の基盤，ないしは根底にあった方針は何
であったかと言いますと，それは端的に言っ
て，美の普遍的な基準を見定めるということ
でありました。俳句や短歌を含む文学，そし
て文学のみならず，美術その他のあらゆる芸
術，その全体を評価するための同一の基準を
定めること，そういう普遍的な評価の基準
－子規自身は「標準」という言葉を使う
んですけれども－そういった芸術の総体
を同一の基準で評価するための，その普遍的
な評価の基準というものを可能な限り見定め
ることが肝要であると，子規は考えていたわ
けです。つまり，そのような普遍的な基準，
「標準」に基づく評価に耐え得る俳句や短歌
こそが，近代の芸術，近代の文学の名に値す
ると子規は考えたわけです。同時にそういっ
た俳句や短歌こそが，ヨーロッパの近代文学
にも対抗できると子規は考えています。
そしてその普遍的な「標準」として子規が
取り出したのが，「写生」でありました。写
生とは，対象をありのままに写し取るという
こと，つまりリアリズムの美ということです。

子規はこのような考え方の中で，それまでの
俳句や短歌を空想とか理屈に堕したものとし
て，徹底的に否定していくのですね。そして
子規は，写生の句や歌というものを，近代の
俳句，短歌のあるべき姿として提唱していく，
このような形で子規の活動は進められていく
のです。
このようにして子規の革新運動は非常に旺

盛に進められていきます。子規はたくさんの
俳論，歌論を発表しているのですが，しかし，
それを読んでいきますと一つ疑問に思う点が
あるのですね。それは，俳句と短歌との関係
の問題です。子規は，俳句と短歌というもの
を同じ「短詩形」の文学として，さきほど述
べましたように，写生を原理としていろいろ
と論じていくわけですが，両者の区別，俳句
と短歌の違いについては，どうもあまり問題
にしてはいなかったように見えるのですね。
言い換えますと，短歌と俳句の区別とか関係
についてはかなり曖昧にされていて，時には，
短歌というのは要するに俳句を長くした形式
であって，両者の本質は同一である，といっ
た言い方もなされているのですね。これは，
さっき言いましたように，普遍的な美の基準
というものに基づいて，俳句，短歌を革新し
ようとした，そういうところから不可避的に
生じてきた事態であるとも考えられるのです
けれども，そういう俳句と短歌との関係とい
う問題が，実はこの明治33年になって子規に
非常に意識化されてくる，自覚化されてくる
と考えられるのです。

（２）俳句と短歌の相違

では，以上のような点からもう少し子規の
問題について考えていきたいと思います。こ
の明治33年において俳句と短歌の関係の問題
について子規が自覚的になるという，そのこ
とを考えるうえで大変興味深い書簡があるの
ですね。それは，明治33年３月18日付と推定
される坂辨宛て書簡です。坂井辨は，坂井久

く

良
ら

岐
き

（伎）という名前で短歌を作っていた歌
人であります。この書簡の中で語り出されて
いることは何かといいますと，それは，短歌
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と俳句との差異の問題なのですね。言い換え
ますと，短歌と俳句，それぞれの固有性の問
題です。子規は，こんなふうに言っています。

只一昨年と今年と少しく考の変りたるは，短歌は俳

句の如く客観を自在に詠みこなすの難き事，又短歌

は俳句と違ひて主観を自在に詠みこなし得る事，此

二事に候。一昨年頃は俳句に詠み得る景色は何にて

も三十一文字に入れ得ベきやうに信じ候ひしかども

実際経験を積むに従ひ短歌は俳句の如く軽快なる微

細なる景色を詠み難きを発明致候。（中略）斯の如

く短歌が占領する客観の区域は俳句より狭き代り

に，短歌が占領する主観の区域は俳句より遥に広く

候。雑の俳句，時間的の俳句に名句少きに拘らず，

雑の短歌，時間的の短歌に名作多きは此故に候。

（坂井辨宛）

子規が新たに「発明」した考えというのは
短歌と俳句のそれぞれが固有に持つ表現の領
分の問題です。ここで子規はまだ多少ためら
いの中で語っているようにも見えるのです
が，この書簡の中で子規が語っていることを
要約，整理してみますと次のようになるかと
思います。
つまり子規がここで探りあてているのは，
俳句というのは対象そのものを客観的に捉え
ることに適している，例えばスナップショッ
トのように「軽快なる微細なる景色」を鮮明
に写し取ることができる，そうした言わば空
間的な性質を備えたものである。それに対し
て短歌は，「主観を自在に詠みこなし得る」
点に特徴がある，そしてその対象と自己
－自己というのは詠み手としての自己と
いうことですが－との関係を含みこんだ
あり方は，俳句と違って，時間的な性格，あ
るいは時間的な要素を孕み込んで来ることに
なる。そういったような両者の本質的な相違
の認識というものが，ここでは告げられてい
る，と言って良いと思うのですね。
これまで子規は写生というものを基軸とし
て俳句，短歌の革新運動を進めてきたわけで
すが，その中で両者の差異というものを自覚
的に問題化することはなかったわけです。そ

のような子規が，この明治33年に至って，両
者それぞれの固有性にはっきりと目を向ける
ことになった。
明治33年の子規が，このような新たな一歩

を踏み出していたことを考えると，同じ年に
したためられた大変不思議な書簡の持つ意味
も見えてくるように思います。それは，二通
の書簡を引用しておきましたが，10月２日付
の赤木亀一宛の書簡と，同じ年の８月７日付
け内藤素行宛の書簡です。赤木亀一は赤木格
堂という名前で俳句，短歌を作っていた人で
あり，内藤素行は，内藤鳴雪という，子規と
大変交流の深かった俳人であります。この両
者にあてた書簡，これらは従来から謎の書簡
と捉えられていて，一体何なのかと問題にさ
れてきたものであります。それにはこんなふ
うにあるのですね。

夕月や芒吹かるゝ塀の外

右の句を短歌に翻訳して御送附被下候やう奉願候

尤当分の内句も歌も秘密になし置被下度候 以上

（明治33年10月２日 赤木亀一宛）

左の歌を俳句に訳して御送り下されたく願ひ奉り

候。これは，予て申し上げ候通り，衆人にやらすつ

もり故，歌も句も当分秘密になし下されたく願ひ奉

り候。

きのふまでありにし家はこぼたれて萱の上なる露

の白玉

（明治33年８月７日 内藤素行宛）

たいへん面白い書簡です。そして全く同じ
趣旨の書簡が，明治33年にはこれ以外にも２
通書かれており，合わせて４通の全く同趣旨
の書簡が書かれているわけです。ここで子規
は，俳句から短歌への，あるいは短歌から俳
句への「翻訳」を依頼しているのですね。そ
して，内藤鳴雪宛の書簡に出てきますけれど
も，「衆人にやらすつもり」と述べられてい
るように，非常に強い意欲を持ってなされた
問いかけであるわけです。この「翻訳」とい
う言葉がたいへん面白いと思います。
つまり，ここで子規が要求しているのは，
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俳句に詠み込まれた対象，内容をそのまま移
し入れる形で短歌に作りかえてみよ，という
ことです。あるいは逆に，短歌に詠まれた対
象，内容をそのまま俳句でもって作り替えて
見よ，ということなのですね。残念ながら，
子規の要求に対する返答だとか，あるいはこ
れらがどのように扱われたのかということに
ついては，何の資料も残っておりません。
では，ここで試みられている，あるいは確
かめられようとしているのは，一体どのよう
なことなのでしょうか。それは，恐らく，こ
のようなことではないかと思います。短歌と
俳句の形式の違いの中で，対象の捉え方だと
か生み出される作品世界にどのような違いが
必然的に生じることになるのか，あるいはも
っと噛み砕いて言うならば，同じものを対象
にしながら俳句から短歌へと作り替えられる
ことによって，その対象の捉え方とか生み出
される作品世界にどのような変化，違いが生
じるのか，ということです。そういうことを
確認するための試みであったと考えることが
できます。つまり，さきほどの坂井辨宛ての
書簡で語られていた，短歌と俳句の相違につ
いての認識，それをこのような「翻訳」の試
みを通して確認すること，そこに子規の意図
があったと見て間違いないだろうと思いま
す。

（３）言葉の音楽性と句の自立

このような新たな子規の認識が，子規の短
歌や俳句の実作そのものにも反映して行くこ
とは言うまでもないことだと思います。この
明治33年という年に，短歌と俳句それぞれの
固有性への認識を深めて行く中で，子規自身
が実際に作る短歌や俳句というものも新たな
深まりを見せて行きます。この明治33年とい
うのは，先ほどもふれたように病の悪化によ
って作品数は激減して行きます。しかし，こ
の年には，子規の代表作と言っても良い，非
常に優れた俳句や短歌が生み出されることに
なるのですね。
ではこれからこの明治33年の作品を少しだ
け取り上げてみたいと思いますが，ただし，

その前に一言ふれて置きたいことがありま
す。それは，この前年，つまり明治32年12月
のことですが，子規が病室としていた部屋の
南側を「ガラス障子」に替えたのです。「新
年雑記」（注１）というエッセイの中に記さ
れておりますが，部屋の南側をガラス戸に替
えることによって，子規は病床についたまま，
このガラス戸を通して外界の様々な光景を見
ることが出来るようになるのですね。この「新
年雑記」の中で，子規は幾度も幾度も「見え
る」という言葉を繰り返します。頻りに繰り
返しながら，その喜びを率直に伝えているわ
けですね。実は，このことは，子規のこの時
期の句境，歌境の進展に大きく関わってきま
す。
さて，子規の明治33年の作品を俳句の方か

ら見ていきたいと思います。

鶏頭の十四五本もありぬべし

これは明治33年９月に子規庵で開かれた句
会で詠まれた一句なのですけれども，これは
たいへん良く知られた俳句で，子規の代表作
と言われている俳句です。実際，代表句にふ
さわしい見事な作品だと思います。群がり生
えている十四五本の鶏頭の姿が非常にくっき
りと写し取られています。実は病床にあった
子規が，ガラス障子を通して庭に向けていた
視線が捉えていた光景というのは，「消息」（注
２）という文章の一節をご覧になっていただ
ければ分かるように，この鶏頭ばかりではあ
りませんでした。子規の視線は，その傍らの
葉鶏頭，小菊も捉えていたはずです。しかし
この「鶏頭の十四五本もありぬべし」という
一句は，群ら立つ鶏頭の様に焦点を絞り，そ
れだけをきっぱりと切り取るわけですね。そ
こに，非常に明瞭な像を結ぶ，自立的な作品
の空間が生れています。そういう一句の持つ
自立性だとか，完結性というものが，この一
句の特徴となっていると思います。
このような一句の持つ自立性，完結性とい

うのは，色々な観点から捉えていくことがで
きるのですが，ここでは例えばこの句の持つ
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「言葉の音楽」ということに目を向けて見た
いと思うのですね。この一句の持つ言葉の音
楽によっても，今見たような自立性や完結性
が支えられています。言葉の音楽といっても，
ここでは，「ア・イ・ウ・エ・オ」といった
母音に着目してみたいと思います。このアイ
ウエオという母音に着目して見ますと，まず
皆さんも口ずさんでいただければと分かる思
いますが，「鶏頭の十四五本も」という部分
は，オの母音が頻りに繰り返されており，そ
れが基調を成しています。それに続く「あり
ぬべ（し）」のところですが，ここは母音の
調べでいいますと実は「アイウエ」と続くの
ですね。これは非常に自然で滑らかな母音の
動きです。そして末尾の「べし」は，母音で
言えば「エ・イ」となります。そしてこの「エ
・イ」という母音は，冒頭の「鶏（頭の）」
の「エ・イ」の反復となっているわけなので
す。このようにこの一句の持つ母音の働き，
その整いと秩序のもたらす安定した音楽性と
いうものが，この一句の動かし難い自立性と
完結性を強めていると言えます。
実は，この作品は，さきほど子規の代表句
とされていると言いましたが，発表された直
後から，色々の批判もあったのですね。これ
は非常につまらない句じゃないかといった批
判，そしてまた，「鶏頭の七八本もありぬべ
し」だとか「枯れ菊の十四五本もありぬべし」
でもいいじゃないか，と揶揄されることもあ
ったのですね。しかし，さきほども言いまし
たように，この句の音楽性がもたらす一句の
動かし難さということから考えて，そういっ
た批判は適切ではないということがお分かり
になるかと思います。「十四五本」のところ
を「七八本」にかえたり，あるいは「鶏頭の」
を「枯れ菊の」にかえると，言葉の持つ音楽
性というものがすっかりかわってしまいま
す。この点からもこのような批判の妥当性は
疑われるところです。
ともかく，この一句からは，言葉の音楽性
にも支えられながら，輪郭明瞭な映像をくっ
きりと呈示する，そういう作品空間の自立性，
完結性といったものを窺うことができます。

そういったところがさきほど言った俳句の固
有性についての子規の認識の具現化であると
考えることができるのではないかと思いま
す。

（４）短歌と時間性

では次に短歌の方を見て行きたいと思いま
す。「ガラス窓」と「庭前即景（四月廿一日
作）」という二つの連作を取り上げてみます。

ガラス窓

いたつきの閨のガラス戸影透きて小松の枝に雀飛

ぶ見ゆ

病みこやす閨のガラスの窓の内に冬の日さしてさ

ち草咲きぬ

朝な夕なガラスの窓によこたはる上野の森は見れ

ど飽かぬかも

冬ごもる病の床のガラス戸の曇りぬぐへば足袋干

せる見ゆ

ビードロのガラス戸すかし向ひ家の棟の薺の花咲

ける見ゆ

雪見んと思ひし窓のガラス張ガラス曇りて雪見え

ずけり

（中略）

物干に来居る鴉はガラス戸の内に文書く我見て鳴

くか

（中略）

ガラス張りて雪待ち居ればあるあした雪ふりしき

て木につもる見ゆ

曉の外の雪見んと人をして窓のガラスの露拭はし

む

庭前即景（四月廿一日作）

山吹は南垣根に菜の花は東堺に咲き向ひけり

かな網の大鳥籠に木を植ゑてほつ枝下枝に鶸飛び

わたる

くれなゐの二尺伸びたる薔薇の芽の針やはらかに

春雨のふる

（中略）

くれなゐの若菜ひろがる鉢植の牡丹の蕾いまだな

かりけり

春雨をふくめる空の薄曇山吹の花の枝も動かず

家主の植ゑておきたる我庭の背低若松若緑立つ
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百草の萌えいづる庭のかたはらの松の木陰に菜の

花咲きぬ

まず，この「ガラス窓」の連作の方ですが，
すぐにお気づきになるかと思いますが，「見
ゆ」という表現が繰り返し用いられています
ね。病床にあって身動きのとれない子規にと
って，ガラス障子を通して外を見るというこ
とは，外界との唯一の通路を開く行為として
非常に重要な意味を持っていたはずでありま
す。「見ゆ」といっても単に「見える」「目に
入って来る」といった受動的なあり方ではあ
りません。むしろそれは外部に視線を凝らす，
積極的な行為であって，その視線が様々なも
のを捉えていくわけです。そこで捉えられて
いるのは，例えば，小松の枝に雀が飛ぶ姿で
あったり，干されている足袋であったり，あ
るいは物干し竿で鳴く鴉であったり，非常に
ありきたりの，少しも珍しくない日常的な光
景なのですね。しかしこれらの一首一首を読
んで行くと，それらのものを見出した子規の
喜び，外界に向けた視線がこれらのものを発
見したときの喜びが，確かに伝わってきます。
さらに，３首目をご覧いただきたいと思い
ます。「朝な夕なガラスの窓によこたはる上
野の森は見れど飽かぬかも」。あるいは後ろ
から２首目になりますが，「ガラス張りて雪
待ち居ればあるあした雪ふりしきて木につも
る見ゆ」という歌があります。これらの短歌
に典型的に認められるように，「見る」とい
う喜ばしい行為を持続，継続することによっ
て，作品の中に時間の要素が必然的に入り込
んできています。このような時間性というの
は，もう一つの連作である「庭前即景」にも
はっきりと窺うことができます。
「庭前即景」は明治33年４月21日に作られ
た連作ですが，この中の３首目，「くれなゐ
の二尺伸びたる薔薇の芽の針やはらかに春雨
のふる」はたいへんよく知られている短歌で
すよね。この一首で言いますと，「二尺伸び
たる」という表現の中に，この薔薇を若芽の
頃から見続けてきた時間というものが巧みに
織り込まれていると言っていいでしょう。そ

れからまた後ろから４首目の歌を見てみまし
ょうか。「くれなゐの若菜ひろがる鉢植の牡
丹の蕾いまだなかりけり」。この一首の場合
にも，「いまだなかりけり」という字余りの
結句の表現が，蕾が出るのを待ちつづけてい
る時間の経過を作品世界に呼びこんでくるわ
けです。
このように外界のものを様々に見出してい

く眼差し，そしてその持続的な視線の中に生
じる時間的な性格，このような中に子規の感
情が流し込まれているのです。これらの点を，
俳句とは全く異なる短歌の固有性の認識，そ
の認識を背景とした見事な達成として捉える
ことができるのではないかと思います。この
ように明治33年の正岡子規は，俳句と短歌と
の差異性に裏打ちされた大変見事な作品を自
在に生み出して行くことになったわけです。

（５）「写生文」と他者との共感への願い

さて，もう少し子規の問題にふれておきま
しょう。この年の子規は重い病の床に就きな
がらも，新たな文学活動に取り組むことにも
なります。その新たな文学活動とは，「写生
文」または「叙事文」と呼ばれるものです。
子規は，評論「叙事文」（注３）を発表し

たことをきっかけにして，以後，写生文，叙
事文の制作に非常に意欲的に取り組んでいく
ことになります。写生文とは何かと言います
と，ごく単純に言えば，子規はそれまで俳句
や短歌において写生ということを提唱してき
たわけですけれども，その写生を散文に応用，
適用したものだと言って良いかと思います。
評論「叙事文」には，「或る景色又は人事

を見て面白しと思ひし時に，そを文章に直し
て読者をして己と同様に面白く感ぜしめんと
するには，言葉を飾るべからず，誇張を加ふ
べからず只ありのまゝ見たるまゝに其事物を
模写するを可とす」とあります。子規は，こ
のような新たな文学活動をはじめることにな
るわけですが，私がここで注目したいのは，
「叙事文」という評論の中で，子規が頻りに
読者の問題に言及していることです。例えば，
「叙事文」の中には，先程引用した部分です
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が，「或る景色又は人事を見て面白しと思ひ
し時に，そを文章に直して読者をして己と同
様に面白く感ぜしめんとするには」とありま
す。それからまた，「とにかく読者をして作
者と同一の地位に立たしむるの効力はあるべ
し」とあり，以下，子規は「読者」という言
葉を繰り返していきます。また，「約束した
友の来ると来ぬとは其人の心には著しく影響
する事なれど読者には何等の感を起さしめざ
るなり」とあったり，「読者にありては毫も
同感の情を起す者にあらず」と述べたりして
いますね。
子規はこれまで写生について繰り返し発言
してきたわけなのですが，それらの中でこれ
ほど読者の問題にふれるということはなかっ
たのですね。これほど読者の問題に言及して
いるものは見当たらないのです。子規はこの
写生文において読者が作者と「同様に面白く
感じ」ること，読者が「同感」することを非
常に強く求めているわけです。このことから，
写生文というのは，単に書き手が自分の見た
ものをありのままに書けば良いというもので
はなくなってきます。つまり「取捨選択」と
いうことが非常に重要になってくるのです。
そのことは，「叙事文」の中では，「写生とい
ひ写実といふは実際有のまゝに写すに相違な
けれども固より多少の取捨選択を要す」とい
うように述べられています。読者が「同感の
情を起こす」ように叙述の「中心」を定めな
ければならない，そして構成を工夫してゆく。
その効果を通して読者は書き手と同じ面白さ
を共有すること，読者が作者と「同一の地位
に立」つことが可能となる。子規はこのよう
に考えるのですね。その言わば「中心」
－「中心」という言葉はこの「叙事文」
の中でも繰り返し用いられている言葉なので
すが－その中心を子規は，「山」と呼びま
す。子規は，文章には山がなければならない
と考えるわけです。
子規はこの「山」を持った写生文の創作に
向かって行きます。そしてこのような写生文
創作のための文章会を催します。それが「山
会」という名前で呼ばれる文章会です。子規

は山会をこの年の夏くらいから開催して行き
ます。
この「山」が重要だということも，言うま

でもなく，読者を同感させるためである，と
いうことになりますね。では，子規がこれほ
ど読者の同感や共感を問題としているのはな
ぜなのでしょうか。
私は，ここに子規の自らの病に対する意識

が反映されているのだと考えます。これまで
繰り返しふれてきたように，この年，子規の
病は遠からぬ死を予感させるほどに，非常に
重くなってくるわけです。例えば，自らの病
を語る子規の「消息」という文章があります。
子規が病んでいたのは結核です。結核が伝染
性の病気である限り，感染の予防には十二分
に配慮しなければならないわけです。この「消
息」には次のようにあります。

然らば肺患者は社会と交際を絶ちて，孤島の流人の

如く独りポツチにて暮らさざるべからざるか，庭の

枯菊を見て檐の鳥籠を見て物干竿の古袋を見て一生

を黙つて送らざるべからざるか，これは疑問に候。

縦し世人は疑問とせざるも肺患者には大疑問に有之

候。試に一歩を譲つて諸君の来訪ありとするも共に

物を喰ひながら快談するの一事無くば病人の楽は過

半を殺がれ可申候。

（「消息」『ほととぎす』明治33年１月）

子規は「然らば如何可致か」と述べている
のですが，これは非常に切実な問題であった
はずです。この同じ年，子規には静岡県興津
へ転地療養する話が持ち上がりました。しか
し，門人たちとの議論の結果，結局，この話
は断念されることになります。つまり明治33
年における子規の病の悪化というのは，取り
も直さず，自らの生の場が，どんどんどんど
ん狭められ，閉ざされて行く，その過程に他
ならなかったのですね。このような中で「叙
事文」が提唱される，そしてそこに読者との
共感の場が託されていたのです。これは子規
にとって，実は，他者との心情的な，あるい
は精神的な連帯の希求に他ならなかったので
はないでしょうか。
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子規が感じたこと，面白く思ったこと，美
しいと感じたもの－それがこの写生文，
叙事文を介して読者に伝達される。そして読
者は，作者と同様に面白く感じ，同感の情を
起す。このような形で作者と読者が結ばれて
行く，連帯の場が形成されてゆく。このよう
なところに病床にある子規の非常に切実な願
いがこめられていたと考えられます。
この叙事文，写生文の提唱というのは，一
方では，年来の子規の写生の提唱に関連する
ことではあったのですが，同時に病床にあっ
た子規の切実な願いが託されていたのではな
かったかと思います。そしてそれは，先に見
た，病床からガラス戸の外に目を向ける，そ
の子規の視線に託された想いと同様の，切実
な思念であったと考えられるのです。
以上のように明治33年の子規は，非常に重
い病の床につきながらも，むしろその中で非
常に充実した創作活動を展開していきまし
た。以後，子規はこの「病牀六尺」の世界に
身を閉ざしながら，明治35年９月19日に没す
るまで旺盛な筆を振い続けることになりま
す。この明治33年という年は，晩年の子規の
非常に優れた豊かな文学的世界を開く起点と
なっていると言って間違いないだろうと思い
ます。

２．明治三十三年の土井晩翠

（１）仙台の晩翠

明治33年は土井晩翠にとっても非常に大き
な節目の年となりました。この年の１月に晩
翠は母校である第二高等学校に戻って来ま
す。晩翠，29歳の時のことでありました。ち
なみに晩翠は，明治４年生れであり，子規，
漱石よりも４歳の年下ということになりま
す。子規と漱石は同じ慶応３年，1867年の生
まれです。
晩翠は，明治32年の４月に処女詩集『天地
有情』を刊行します。この詩集によって晩翠
は，島崎藤村と並び称される詩人として，非
常に高い評価を受けたわけです。また，晩翠
は，東京帝国大学文科大学そして大学院で英
文学の研鑚を積んだ英文学者でもあったわけ

ですね。そういう令名高い晩翠先生を迎える
ことになって当時の二高生たちは非常に喜ん
だようです。
第二高等学校の校友会雑誌である『尚志会

雑誌』に掲載された「土井先生を迎ふ」（注
４）という歓迎の辞があります。これは，「識
見学殖」豊かな先生として，また何よりも「当
代の詩宗」としての晩翠に対する期待感溢れ
た文章となっています。明治33年というのは
晩翠がこのように仙台の地で教師として，英
文学者として，そしてまた詩人として，新た
な一歩を踏み出す，そういう年となるのです
ね。
ここで，この年に関して，晩翠と子規，漱

石との関わりについて少しふれておきましょ
う。明治33年というこの時期において，晩翠
が子規や漱石と直接の関わりを持つというこ
とは全くありませんでした。しかし，実は，
間接的な形で様々な関わり合いが認められる
のですね。それはどういうことかと言います
と，まず，晩翠が第二高等学校に赴任して来
た当時の校長先生である菊池謙二郎は，子規
と漱石の大学予備門以来の友人であり，仙湖
という号を持つ漢詩人でもあったわけなので
す。この菊池謙二郎と子規，漱石との間に非
常に親密な交流があったということは，彼等
の書簡から確認できるところです。それから
この明治33年の４月から校長が変わります。
菊池謙二郎から中川元という人に変わるわけ
ですが，この中川という人は，二高に赴任す
るまでは第五高等学校の校長でありました。
つまり漱石と同僚であったわけですね。さら
に，晩翠が赴任した時の英語科の同僚に，二
高の名物先生として大変有名であった人です
が，粟野健次郎という人がいました。この人
は，晩翠が旧制二高で学んでいた頃に既に先
生でいたわけなのですけれども，この明治33
年の時点で同僚となったのですね。この粟野
という人は，第二高等学校に赴任する前には，
第一高等中学校の教壇に立ち，漱石と子規を
教えていたのです。それから，晩翠が仙台に
やって来る前の年，明治32年12月，晩翠は結
婚するわけですが，その時の媒酌人が芳賀矢
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一という人でした。この人は，ご存知の方も
多いと思いますが，明治33年９月に，漱石と
ともにドイツ船プロイセン号でヨーロッパ留
学に旅立つことになる人であったわけです
ね。
こんなふうに漱石，子規との縁故，さまざ
まな関わりのある人々が晩翠の周囲にいたわ
けです。そういう人々との関わりの中で，子
規や漱石のことが話題になったことも，ある
いはあったのではないかと想像されます。た
だ，そのようなことを示す資料というのは全
く残されておりませんので，ただ想像を巡ら
すばかりということになりますが。そんなふ
うに晩翠と子規，漱石には間接的ながらも関
わりが認められます。

（２）第二詩集『暁鐘』への批判

さて明治33年の晩翠の問題に戻ることにし
ます。さきほど言いましたように，この仙台
の地で，学者として，教育者として，あるい
はまた詩人として，晩翠の華々しい活躍がは
じまるかに見えました。しかし，事態はそれ
とは大きく異なることになります。
もちろん仙台でも晩翠は詩を書いていくこ
とになります。晩翠は，この明治33年から翌
年はじめにかけての作品をまとめて，第二詩
集『暁鐘』（注５）を刊行します。しかし，
この詩集が上梓された時に詩壇の反応という
のは全くなかったのですね。ただその中で『暁
鐘』にふれた唯一と言って良い評論がありま
す。それは，小山鼎浦が書いた「現今の新体
詩家 土井晩翠」という評論です。これは，
「土井晩翠（上）」とありますように，『帝国
文学』明治35年９月，10月にわたって連載さ
れたかなり長編の評論なのです。これはどう
いう評論なのかと言いますと，端的に言って
晩翠否定の論なのですね。
実は晩翠という人は東京帝大の学生の頃に
この『帝国文学』からデビューした詩人で，
『暁鐘』におさめられる作品のいくつかもこ
の『帝国文学』に発表されています。その同
じ『帝国文学』誌上で晩翠を否定するという
のは，かなりやりにくいところもあったのだ

ろうと思われます。そのためだろうと思いま
すが，小山鼎浦の発言はたいへん婉曲的な，
遠回しなものになっているのですね。ただそ
ういう語り口の中で，晩翠の『暁鐘』を小山
は『天地有情』と対比しながらかなり強く批
判していくのですね。
ここでその批判の内容そのものの当否を問

うということはいたしません。ただ，こうし
た詩壇の側の反応の意味を少し探ってみたい
と思います。小山は次のように言っているの
ですね。

余は「詩人」，「登高」，「馬前の夢」「墓鐘」の諸

篇を読んで，沈痛，真摯，雄渾，華麗なる彼の詩品

の大に発展せんことを待望みき。されど境遇は彼を

転じぬ，時代は彼を動しぬ。東都を去りて故山に家

棲し，五城樓下，広瀬河畔，傍ら教鞭を執つて静か

に読書を楽しみし彼は，人事の変異に 々詩魂を驚

して，光明を讃し理想を恋へる華麗の筆をば，感傷

詠歎の題目に染め茲に哀痛の響を為しぬ。

（圏点 原文）

（小山鼎浦「現今の新体詩家 土井晩翠（上）」

『帝国文学』明治35年９月，10月）

「「詩人」，「登高」，「馬前の夢」「墓鐘」の
諸篇」とは，晩翠の『天地有情』におさめら
れた作品です。これはなかなか微妙な発言で
はないでしょうか。晩翠は東京を去って故郷
の仙台で教鞭を執りながら，静かな読書に勤
しむ生活を送っている。そのような中から生
まれた作品が，読者の期待，待望を裏切るも
のとなってしまっていると，小山は言いたい
ようです。言い換えますと，ここでは，仙台
で作られた晩翠の作品は詩壇の要求を満たす
ものではもはやあり得ないといったことが，
暗に語られているのではないかと思います。
明治33年以後の晩翠の詩作品と詩壇との間に
言わば大きなズレが生じてしまったこと，そ
れが『暁鐘』が詩壇で黙殺されたことの意味
なのではないかと考えられるのです。

（３）「登高賦」に見る晩翠の詩の性格

では，『暁鐘』の作品を見て行きましょう。
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「登高賦」という作品をあげておきました。
晩翠の詩は長いものが多く，読みあげること
はしにくいものですから，朗読は省略したい
と思います。また，『晩翠詩集』所収の「登
高賦」本文に晩翠自身が手入れの筆を加えた
もの（注６）を掲げておきました。手書きで
書き込みがなされているのは，晩翠自身によ
るものであります。ちょっと読みにくいかも
しれませんが，一番最後のところにあるよう
に，「1934.七－二十九」，つまり昭和９年７
月29日に訂正とあります。これも合わせてご
参照ください。
さて，『暁鐘』におさめられた「登高賦」

という作品の末尾には「十一月一日国見峠に
て起稿」とあります。これは言うまでもなく
明治33年11月１日のことです。丁寧に読み解
く暇がなく一読もしないでこの作品に言及す
るのはちょっと気がひけますが，この詩の性
格を少し考えて行きたいと思います。
晩翠による「登高賦」の書入れを見てくだ
さい。余白のところに晩翠は，「秋風の旅」
と書きこんでいますね。この書き込みが，こ
の作品を読んでいくときの１つのヒントとな
ります。つまり，この詩は，自在に吹き流れ
る風，秋の風の動きというものが，作品の世
界を開いて行く，という形になっているので
すね。
例えば，第２連から第３連にかけてのとこ
ろ，「五城樓外西丘の夕，思ひは縹渺の空に
入る。／江山そゞろに秋の思，その秋の精，
秋の風，」とありますが，このように詩人の
思いは秋の風と化すわけです。秋の風と化し
て自在に東西の地を吹き巡って行く。ヨーロ
ッパから中央アジア，シベリアからアジア，
そして日本へと駆け巡って行くわけです。そ
の中で詩人の思いは，それぞれの地域の歴史
や地理や風土というものを様々に呼び起こし
ていくのですね。つまり，この詩は非常な高
みから広大な時空間の拡がりを俯瞰する形に
なっているわけなんです。そしてそういう高
みの位置にある詩人を支えているのは，古今
東西にわたる文学や歴史，哲学などの知識や
学識に他なりません。そういう知識や学殖が，

広大な時空間の拡がりを見渡す詩人の視線と
「思ひ」を方向付けているわけなんですね。
このような詩のあり方は，実は『天地有情』
にも認められるのですが，それが非常に徹底
した形でこの「登高賦」に表れていると思い
ます。
ここで晩翠を，さきほどふれた子規と比較

してみましょう。正岡子規は，明治27年，「地
図的観念と絵画的観念」という非常に面白い
評論を発表しています。「地図的観念」と「絵
画的観念」というのは何かと言うと，それは
対象を見るその見方の問題，つまり対象をど
のように見るかという問題です。絵画的観念
というのは，通常の我々の物の見方，対象を
捉える日常的な視覚の働きのことです。それ
に対し，地図的観念というのはどういうもの
かと言いますと，子規は次のように述べてい
ます。

地図的観念は之に反して恰も風船に乗り虚空高く

りて下界を一望の裡に見下すが如き者なるを以て

絵画的の如く遠近濃淡等は一切之れ無く茫々千萬里

の間一山一水だも我眼を逃るゝ者あらざるなり。

（「地図的観念と絵画的観念」

『日本』明治27年８月６日，８日）

子規によれば，地図的観念とは，高みから
下界を一望の下に見下ろす視線，俯瞰の眼差
しのことを指しているわけです。それは，想
像力による視線，想像の眼差しと言っても良
いかもしれません。この子規の言葉を借りる
ならば，さっき見たような晩翠の詩とはまさ
に地図的観念に支えられていると言えるので
すね。一方，子規の場合はどうであったかと
言うと，子規の写生というのは明らかに絵画
的観念に基づいているわけです。まさにその
眼で対象をあるがままに見ていくという絵画
的観念にぴったりと重なって来るのが子規の
写生という態度であるわけですね。
ここで子規の発言で注目しておきたいの

は，地図的観念が孕む問題として次のような
発言がなされていることです。
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然るに地図的心象に至りては固より主観界の想像

に止まるを以て其見る所茫然漠然恰も徳川時代の地

図的道中図を見るの感あるべしと思はるゝなり。

（同前）

つまり，この地図的観念による場合には実
景をそのまま捉えるのではなく，「主観界の
想像」に基づくことになる。それ故，そこに
呈示される光景というのは，「茫然漠然」と
したものになってしまいがちだ，と子規は警
告するのですね。これは，ある意味で，晩翠
の詩の性格を確かに言い当てる指摘になって
いるのではないかと思われるわけです。晩翠
の場合，子規の言う「主観界の想像」にあた
るのは，さきほど少し触れましたが，古今東
西にわたる文学，歴史，哲学その他の書物に
基づく知識であると言って良いと思います。
その地図的観念，俯瞰的な視線がそのような
知識に支えられることによって，晩翠の詩が
呈示する世界は，実は，非常に抽象的な，あ
るいは類型的な様相を呈することになって，
絵画的観念が捉える「心象の明瞭」を欠くこ
とになります。子規の言葉を参照した時に浮
かび上がってくる，このような抽象的で，類
型的なあり方が，晩翠の詩の一貫した性格と
なっていると言って良いかと思います。

（３）晩翠のヨーロッパ体験と詩作

これも良く知られていることですが，晩翠
は，明治34年６月から37年の11月まで，３年
半ほどにも及ぶ，ヨーロッパ外遊の旅に出ま
す。その間も詩の創作は続けられ，外遊中に
作られた作品を収録した詩集として，第三詩
集『東海遊子吟』が明治39年に出版されます。
この３年半に及ぶヨーロッパ体験の中でも，
晩翠の詩には本質的な変化は全くなかったと
言って良いと思います。ここで『東海遊子吟』
の作品を一篇だけ取り上げてみます。晩翠の
詩を一篇も読み上げないのは申し訳ないの
で，この詩は比較的短いので読んでみます。

ブルヂエ湖畔月夜の曲

（南フランスの一名勝，こゝを背景としてラマル

テーンの名歌あり「湖」と題す）

歌やいづこ／たゞ漣にあらはれて／木陰にひそむ／

夕風の声。

恋やいかに／大空高くすみのぼる／月たゞ照す／た

へぬ思を。

さらば漕ぎ行け／一葉の小船／むかしの城のあとの

こる／あなたの岸の片すみに／暗き声ある片すみ

に。

探りて得たる何の曲／夜目にもしるくアルペンの／

雪の頂てりわたる，／月はしづかに山のはに／思の

光をさめしを。

こぎ帰れ／こぎ返せ／人はむなし汀上のあけぼの／

恋はふりぬ古城の残月。

歌やいづこ／さざなみ今は収りて／あけぼのゝの岸

／風遂にさめず。

恋やいかに／ほのぼのしらむ月かげに／さむるは遠

き／あけぼのゝ鐘。

（『東海遊子吟』大日本図書 明治39年６月）

タイトルの傍らの注記に記されているよう
に，この詩は，晩翠が，南フランスのブール
ジェを訪れた時の作品です。晩翠の詩には珍
しくたいへん平易な言葉で綴られています
が，一読しても何とも掴みにくい詩になって
いますよね。そもそも湖の光景もどうもくっ
きり浮び上がって来ませんし，内容も分かり
にくい。大体ここで「恋」という言葉が出て
きますけれども，どうも唐突の感があります
ね。
と，文句をつけてばかりではいけないので

すが，この詩の掴みにくさは，実はこの詩が，
注記でふれられているように，ラマルチーヌ
の「湖」という作品に基づいているためと考
えられます。このフランス浪漫主義を代表す
る詩人，ラマルチーヌの詩については，入沢
康夫さんによる翻訳があります。この「湖」
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という詩はラマルチーヌのもっとも有名な作
品の一つなのですが，この詩自体はあとでゆ
っくりとお読みいただくこととして，詳細な
検討は省くこととしますが，次のような詩な
んですよね。
1816年の秋に，ラマルチーヌはブールジェ
湖畔を訪れます。そこで病身の既婚の若い女
性と知り合い，激しい恋愛に陥ります。そし
て二人はこのブールジェ湖畔で互いの恋の想
いを語り合うのですね。そして丁度一年後の
秋，詩人が一人でこの湖畔を再訪し，痛切な
追懐の情を吐露する，という作品なのです。
これについてはラマルチーヌ自身がこの詩の
背景について語った文章が残されていて，色
々と面白い問題もあります。この詩と晩翠の
作品の両者を読み較べて見ると，晩翠の「ブ
ルヂエ湖畔月夜の曲」というのが，ラマルチー
ヌの「湖」に対する応答として，あるいは
反響
エコー

として作られているということが理解さ
れます。晩翠の詩に出てくる「恋」，あるい
は「暗き声」など，作品に鏤められている様
々な表現は，実はラマルチーヌの「湖」とい
う詩の作品世界に描き出されている光景と呼
応する形で語り出されています。晩翠の詩は，
ラマルチーヌの詩に対する反響として生み出
されているということがはっきりと見えてき
ます。つまり，ブールジェ湖畔を訪れた晩翠
は，何よりもラマルチーヌの「湖」という詩
を通して湖畔の光景を見つめています。ある
いは，ラマルチーヌの詩を内面化した眼差し
をもって眼前の光景を見つめていると言って
も良いかと思います。それは例えば，さきほ
ども述べました子規の写生短歌に認められ
た，その眼で見ることによる対象の発見の喜
びとは全く無縁であると言わなければなりま
せん。晩翠の場合，常に文学作品その他の書
物によって，対象を見る視線があらかじめ方
向付けられていた，というふうに考えられま
す。こういう点は，ヨーロッパの旅に取材し
た他の作品にも共通して認められることで
す。少なくとも，この『東海遊子吟』を見る
限り，３年半のヨーロッパ遊学の時間は，そ
れまでの詩人としての晩翠のあり方が突き崩

されたり，あるいは転倒されたりする，そう
いった体験ではあり得なかったようです。

（４）詩壇の動向と晩翠の詩

明治39年に『東海遊子吟』が刊行された時
に，やはり詩壇の反応というのは全くありま
せんでした。ただし，この詩集におさめられ
ている作品の多くは，詩集に収録される前の
段階で，『帝国文学』その他の雑誌に初出の
形で発表されていました。その時点で，雑誌
『明星』に新詩社同人の名前で「土井晩翠氏
に与ふる書」（注７）という長編の評論が発
表されています。この評論の内容を大まかに
辿ってみたいと思います。
まず，この評論は，冒頭のあたりで日本の

近代の詩の非常に急速な変化と進展の様を概
括しています。その上で帰国間もない晩翠に
対して－晩翠は明治37年12月に日本に帰
っています－，「足下が詩人として如何な
る位地にあるかを自覚」せよと告げるわけで
す。そして晩翠の詩が「十年一日の如く」で
あることを指摘します。「足下の聡明にして
十年一日の如く其の旧容を改めざるは如何」
と語るわけですね。これに続いて，後に『東
海遊子吟』におさめられることになる作品に
ついて徹底した批判を加えて行くのです。そ
の批判の趣旨というのは，内容に関しては，
陳腐で，平板，常識的であることを，具体的
な作品を取り上げて繰り返し指摘していま
す。また表現に関しても，粗雑，単調であり，
散文的であると言って，非常に痛烈な批判を
行っています。そして結論的に，この長い評
論の最後の部分で，「而して思ふに，足下は
終に詩人の資にあらざるなり」と言います。
晩翠は詩人としての資質を欠いている，むし
ろ学者としてあるべきだというのですね。そ
してもし「足下猶詩人として日本の文壇に立
たむと欲せば，足下，詩界の進歩に後るる十
年なるを知らざるべからず」と述べるわけで
す。これはかなり厳しい批判ですね。確かに
厳しい批判なのですが，一面で晩翠の詩の本
質を突いていると言わざるを得ないのではな
いかと思います。
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これまで見てきたように，晩翠の詩は一貫
して変わることがありませんでした。３年半
にわたるヨーロッパ体験の最中にあっても，
その基本的な性格は揺らぐことはありません
でした。そのような晩翠の詩は，目まぐるし
い「旋転」と「進歩」を重ねる日本の近代詩
の流れから大きく外れて行く，反れて行くこ
とになったわけです。
実際，明治における日本の近代詩の展開と
いうのは，まさに変転目まぐるしいものであ
ったのです。日本の近代詩が出発したのは，
明治15年のことでありました。それまでの日
本の伝統的な詩歌である短歌や俳句や漢詩，
そういったものとは異なった新しい詩とし
て，ヨーロッパの詩をお手本として生み出さ
れたのが，「新体詩」と呼ばれるものです。
新体詩とは，現在，我々が近代詩と呼んでい
る，文学の新しい様式であったわけですね。
この「新体詩」という名称の「体」というの
は，「スタイル」とか「様式」と捉えれば分
かりやすいと思います。在来の短歌や俳句，
あるいは漢詩とは異なる新しいスタイルを持
つ詩，ヨーロッパの様式に倣った新しい形式
の詩として，近代詩は新たに生み出されるこ
とになりました。近代詩というのはこのよう
に出発したものですから，言わば伝統詩歌の
ような，型とか見本といったものがないわけ
です。そういう次第でありましたから，日本
の近代詩の歴史というのは非常に大きなそし
て急速な変転の歴史を強いられるということ
になる。非常に大きな変化の歴史を刻んで行
くことになります。言わば変わることのなか
った晩翠の詩は，こうした急速な動きと変化
を示す詩壇の動向とズレて行くことになった
わけです。後年になってから晩翠は自らの詩
人としての歩みを振り返る中で次のように述
べています。

翌年の正月早々に母校の二高教授となつて仙台に帰

つた。それからは，すつかり村夫子になつてしまつ

て，東京の文壇とは一切関係なしに，教職の傍ら著

述をつづけて来た。私には，いはゆる詩人の生活は

ほとんどない。ずつと東京に残つてをつたならば，

いろいろの流派に混じつて，沢山の詩も書けたらう

と思ふが，あの時に仙台に帰つて来なかつたなら，

おそらくホーマーの翻訳などは到底出来なかつただ

らう。

（「文学生活」『晩翠放談』河北新報社 昭和23年８

月）

仙台に戻って来て「東京の文壇とは一切関
係」がなくったということ，このことが晩翠
の詩と詩壇との決定的なズレが生じる背景と
なったことは確かだろうと思います。明治33
年は，晩翠が仙台の第二高等学校に赴任して
来た年でありましたが，しかし，今見てきた
ような意味で，この年は晩翠の詩壇からの実
質的な退場の時であったとも言わなければな
らないと思います。

（５）近親者の死と晩翠の詩

せっかくこのような機会に話をしながら，
晩翠に対して否定的なことを繰り返し述べて
いるように思いますので，ここでちょっと名
誉回復と言いますか，晩翠復権に関わる話を
しておきたいと思います。
晩翠がヨーロッパにあった３年半の間に，

深く敬愛する友人とか近親者の死の報せを度
々受けることになりました。それは高山樗牛，
清沢満之，弟の土井新二その他の人々です。
遠く異郷にあってそれらの死の報せを受けた
時の衝撃，痛切な悲しみ，そして何もなしえ
ぬことの苦痛や苦渋，そういった切実な感情
を表白した作品が幾つか生み出されていま
す。例えば，「サレブ峰頭の吟」や高山樗牛
を悼んだ「哀歌」などがその例になります。
これらの作品には，異邦の地にあって近親者
の死の報せを受け取った晩翠の慟哭が表白さ
れています。その痛切で切実な悲しみや痛み
が，さきほど見てきたような晩翠の詩の性格，
枠組みを揺るがし，突き崩すような形で発露
されています。死者から非常に遠く遠く隔て
られていることが晩翠の悲痛の情を激しく掻
き立て，またそのように隔てられている自己
が身を置く「いま，ここ」が確かに見据えら
れています。そのような中で生み出された作
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品の数はごく僅かなのですが，そのような作
品を中核に据えながら『東海遊子吟』を再評
価して行くことも，あるいは可能なのではな
いかと思っています。『東海遊子吟』につい
てはこれまで評価の軸をどのように見定める
かもはっきりしないまま来ているのですけれ
ども，こういったところにポイントを据えな
がら，この詩集を見て行くということも可能
ではないだろうかと思っています。
皆さんも「サレブ峰頭の吟」や「哀歌」と
いった作品を後でゆっくりご覧になっていた
だきたいと思います。

３．明治三十三年の夏目漱石

（１）漱石の英国留学体験

異郷においてかけがえのない友人の死の報
せを受けるという衝撃は，夏目漱石もまた遭
遇した事態でありました。言うまでもなく明
治35年９月19日の正岡子規の死です。子規逝
去の報せを伝える高浜虚子の手紙を漱石がロ
ンドンで受け取ったのは，11月末のことであ
りました。以下，夏目漱石の明治33年につい
て触れてみたいと思います。
「はじめに」でも述べましたように，漱石
は，明治33年に文部省から２年間の「英語研
究」を命ぜられ，同じ年の９月８日に留学の
途につくわけですが，以後，明治36年１月に
帰朝するまでの２年余りをイギリスで過ごす
ことになるわけです。では，時間も大分過ぎ
ましたので，漱石におけるイギリス体験に絞
って少しだけ考えてみたいと思います。
漱石がロンドンで生活を送る中で次第に抑
え難くなってきたのは，端的に言って，あら
ゆるものに対する違和感と言って良いのでは
ないでしょうか。漱石は，英文学のみならず
英国人，その社会や文化に対して強い不快感
や距離感を覚えて行きます。一般に，文化や
精神風土の全く異なる外国で生活を送る中で
違和感や嫌悪感に強く捉えられ，そこから強
力なナショナリズムへと反転するというの
は，比較的良く認められる精神の反応である
と思いますが，漱石の場合，「英国なるもの」
に対する違和感は，母国・日本に対する愛着

だとか国粋的な心情に結び付くものでは決し
てなかったと言って良いかと思います。この
ことは当時の日記や書簡に様々に語り出され
ていることですが，ここでは「倫敦消息」（注
８）の良く知られている一節を見てみること
にします。これはもともと明治34年４月９日
付でロンドンの漱石から子規，虚子へ送られ
た書簡です。その一節が「倫敦消息」と題さ
れて『ほとゝぎす』に掲載されました。ここ
で漱石は，英国人に対して「色々癪に障る事」，
「英吉利がいやになつ」たことを語るわけで
すね。そのようなことを語りながら，同時に，
日本及び日本人に対して「たのもしくない情
けない様な心持になる」，「色々な不平」を抱
かずにはいられないことを漏らしています。
ここには，英国と日本の双方に対して違和感
や嫌悪感，あるいは不平の念を抱え込んでい
る漱石がいます。
大変良く知られている『文学論』序（注９）

の中で，漱石は自らの英国留学を振り返って
いますが，その中で漱石は，「倫敦に住み暮
らしたる二年は尤も不愉快の二年なり」と断
言します。そしてすぐさま対句のように，「帰
朝後の三年半も亦不愉快の三年有半なり」と
続けるわけです。英国に対する違和，嫌悪の
念を抱きながら，同時に英国から現在の日本
を見ると，そこにも不快と不満の情を覚えず
にはいられない。どうやら漱石の英国体験は，
イギリス，日本の双方に対する強い違和感や
不快感を掻き立てていくものであったようで
す。

（２）東洋と西洋の「趣味」の違い

そのような中で英文学の研究が続けられて
行くということになりますが，漱石の英文学
の研究がどのような方向に進むことになった
のかということについて少し見てみましょ
う。そこでは英文学に対する違和感そのもの
が掘り下げられていく，ということになりま
す。結論的な言い方になりますが，その違和
感の背後に，日本あるいは東洋における文学
と，英文学との間における越えることの出来
ない差異が見出されていきます。その差異と
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は「趣味」の違いに依るものだと漱石は考え
ます。この「趣味」の問題はなかなか難しい
ところがあるのですが，漱石は『文学評論』
という著作の中でこの「趣味」の問題を繰り
返し論じています。
漱石は「趣味」という言葉に“taste”と

いう英語をあてています。この tasteという
言葉は非常に多義的な言葉です。それは「好
み」であり「品格」であり，また「分別」で
あり「流儀」でもあります。このような「趣
味」というのは長い伝統の中で培われるもの
であり，文化や風俗，慣習の中に生きる人間
の感受性に根差したものでもあって，それ故，
容易には変えることのできないものであるわ
けです。従って，このような「趣味」の本質
的な相違に基づく文学の差異というのは，言
わば宿命的なものであり，それを乗り越える
ことは不可能である，ということになって行
くのですね。
漱石が英文学に対する自らの違和感を掘り
下げていく中で到り着いたのは，このような
地点であったと言って良いと思います。前に
触れた正岡子規は，俳句，短歌の革新運動を
行なう中で，美の普遍的な基準を見定めよう
としていましたが，ここで漱石は，それとは
丁度逆の方向を向いていたわけです。このよ
うな漱石にとって英文学の研究というものが
次のような形を取るのは当然のことであった
と言って良いと思います。

かくして吾々日本人は如何なる程度まで西洋文学

を理解することが出来，如何なる程度がその理解の

範囲外であるかを，一個の夏目とか云ふ者を西洋文

学に付いて普通の習得ある日本人の代表者と決め

て，例を英国の文学中に取り，吟味して見たいと思

ふのである。

（「英文学形式論」）

これは言ってみれば，日本人による英文学
研究の限界，あるいは不可能性というものを
あらかじめの前提とした問いの立て方になっ
ています。このように漱石の中で英文学とい
うのは徹底して相対化されたところに位置付

けられて行くわけですね。それは，これまで
述べてきたことからすれば，まさに必然的な
帰趨であったと言っていいと思います。

（３）イギリス体験と作家・漱石との関わり

さて大分話を省略していますけれども，留
学生活を送っていた漱石の中に浮かび上がっ
て来ていたのは，イギリスに対する，そして
同時に日本に対する違和感であり不快感であ
ったわけです。そこには，あらゆるものに距
離を感じている，そして孤立を強いられてい
る漱石の姿があります。先に取り上げた晩翠
は，ヨーロッパ遊学の途次ロンドンに立寄り，
漱石の出迎えを受けます。そしてしばらくの
間，漱石の下宿に同宿することになったわけ
ですが，おそらくその時の漱石と晩翠との精
神的な落差というのは途轍もなく大きかった
のではないかと思います。そして私は，漱石
という人は，このような中で非常に重い問い
を不可避的に抱え込むことになったのではな
いかと考えています。すなわち，そのように
全てのものから孤立せざるを得ない自己とは
一体いかなる存在であるのか，そして，その
ような自己が真に身を委ねることのできる，
帰属できる場所は果して何処にあるのか，と
いう根源的な問いであります。これはもちろ
ん英文学の研究を通して解き明かすことので
きるような問題ではありません。そして私は，
恐らく漱石にとって文学の創作というのは，
このような根源的な問いを問い続ける場所と
して選び取られることになった，と考えてお
ります。
子規によってはじめられた文章会の「山会」

で，漱石が「吾輩は猫である」の原稿を披露
したのは，明治37年末のことでした。明治33
年にはじまるイギリス留学－その苦悩の
時間が作家・漱石誕生の確かな機縁をなして
いたと言えると思います。

おわりに

さて，もう本当に時間が尽きる頃となりま
した。というよりも，当初，私が予定した時
間よりも随分とオーバーしてしまいました。
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もう括りをつけようと思います。
これまで，正岡子規，土井晩翠，それから
夏目漱石について考えてきました。明治33年
という年がこの三者いずれにおいても大きな
節目の時であったということ，そしてその同
じ時間の中でそれぞれが固有の生を生きてい
たということ，その一端に触れて来ました。
実際の具体的な交流とは別に，明治33年とい
う同じ時間を生きた三者それぞれの生の固有
の姿を浮かび上がらせてみようというのが，
本日の私の試みでありました。今日の私の話
が，皆さんがこれから改めて子規を，あるい
は晩翠を，そして漱石を読み直して行くささ
やかなきっかけとなりえましたら幸いです。
ご清聴ありがとうございました。

注１ 「去年の正月と今年の正月と自分に格別違ふ

た事も無いが，少し違ふたのは，からだの余

計に弱つたと思ふ事と，元日の蜜柑の喰ひや

うが少かつた事と，年賀のはがきが意外に沢

山来た事と，病室の南側をガラス障子にした

事と，位である。ガラス障子にしたのは寒気

を防ぐためが第一で，第二には居ながら外の

景色を見るためであつた。果たしてあたゝか

い。果して見える。見えるも，見えるも，庭

の松の木も見える，杉垣も見える，物干竿も

見える，物干に足袋のぶらさげてあるのも見

える，其下の枯菊，水仙，小松菜の二葉に霜

の置いて居るのも見える。」

（「新年雑記」『ほとゝぎす』明治33年１月）

注２ 「拙宅前庭葉鶏頭は稍末方に相成候へども鶏

頭の色は日に増し善くなり申候。赤の小菊一

うね昨今咲き満ちて愛すべく相成候。」

（「消息」『ほとゝぎす』明治33年11月）

注３ 『日本』明治33年１月29日，２月５日，３月

12日

注４ 『尚志会雑誌』明治33年３月

注５ 有千閣・佐養書店 明治34年５月

注６ 増補改版 博文館 昭和５年１月（晩翠手沢

本）下写真

注７ 『明星』明治38年３月

注８ 『ほとゝぎす』明治34年５月

注９ 大倉書店 明治40年５月

晩翠手沢本『晩翠詩集』（注６）
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デジタイゼーション・イン・アメリカ：2003年度海外調査報告

総務課情報企画掛長 米 澤 誠

前奏

2003年度の海外調査は，小田忠雄名誉教授（前

図書館長）がMathematical Reviews誌（以下

「MR誌」という）＊の編集委員会で米国ミシ

ガン州アナーバーを訪問するのにあわせて，

2003年９月末に急遽実施することとなった。

＊数学分野の論文レビュー誌であり，同誌および

そのウェブ版データベースMathSciNetは本学に

も導入されている。

当初，編集委員会以外のスケジュールは未定

であったため，他にも何か所か訪問することを

検討した。その結果，今回は大学図書館以外の

機関のデジタル化の活動を調査することとし，

下記のようなスケジュールで２か所４機関を訪

問することとした。

９月28日（日） 米国アナーバー着

９月29日（月） ①ミシガン大学図書館訪問
（MR誌編集会議）

９月30日（火） ②MR誌オフィス訪問
③ProQuest社訪問

10月１日（水） 移動，フィラデルフィア着

10月２日（木） ④Thomson-ISI社訪問

10月３日（金） 米国発

※ 日付は米国時間

アナーバー（Ann Arbor）は洋書の出版地と

してよく見かける地名だが，これはミシガン大

学で多くの学術資料が出版されているためであ

る。またここには，MR誌のような学会誌の編

集部のほか，旧 UMI社を併合した ProQuest

社や JSTOR社などの学術情報サービス関連企

業も存在することで有名である。

日本からアナーバーに行くには，デトロイ

ト・メトロポリタン空港が入り口となる。空港

到着後，タクシーで宿泊地であるアナーバーの

Campus Innへと向かった。

その日は，MR誌編集局の Jane E. Kister

編集局長（Executive Editor）と同ホテルに宿

泊する編集委員会委員らとともに夕食をとるこ

ととなった。全世界から集まった数学者同士の

ディナーは，政治・社会・文化など多岐にわた

る話題がとびかい，時差ぼけで不眠の図書館員

にはちょっと辛いものがあった。

第１幕 ミシガン大学 DLPS：プロジェクトか

ら図書館サービスに

（１）ミシガン大学図書館

アナーバー２日目は，小田名誉教授が終日

MR誌の編集委員会で，筆者１人でミシガン大

学図書館を訪問した。別行動をとったのは，こ

の日だけである。訪問調査の対象は，ミシガン

大学の図書館ポータル機能と資料電子化プロジ

ェクトで，事前に電子メールで担当者に連絡を

とり，こちらの希望を伝えておいた。訪問した

のは，中央図書館にあたる Harlan Hatcher

Graduate Libraryであった。

Harlan Hatcher Graduate Library 正面玄関

ミシガン大学図書館は，北米における図書館

規模ランキング第６位の大規模図書館であ

る＊。創設は1839年で，現在19の図書館から構
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成されている。主要な統計的数値について本学

と比較すると，次のようになる。

ミシガン大学 東北大学

蔵書冊数 7,348千冊 3,684千冊

受入冊数 179千冊 62千冊

雑誌種類数 68千種 19千種

職員数 459人 142人

＊“Holdings of university research library in
U.S. and Canada, 1999-2000”, The chronicle of
higher education, June 22（2001）

（２）図書館ポータル

まずはじめに，ウェブサービス担当の

Suzanne Gray氏からポータル機能の説明を受

けた。利用者一人一人が図書館ウェブページを

カスタマイズできるMyLibra ry機能は，

MyLibrary＠NCStateというオープンソースを

利用して実現している。利用者は，ログイン後

のページに表示するコンテンツリストやレイア

ウトを，自分の好みに変えることができるので

ある。このオープンソースは，現在ノートルダ

ム大学図書館で管理・運用されており，どの機

関でも利用できるようになっている。

次に，リアルタイム・レファレンスサービス

である Ask a Questionの説明を受けた。これ

は，オンライン・チャットにより即座に質問に

対する回答をあたえるものである。利用者から

受けたレファレンスについて，ミシガン大学の

45名のレファレンス担当者全員が対応できる体

制をとっている。システムは独自に開発したも

のではなく，OCLCの Question Pointを利用

したものである。

（３）デジタル図書館：DLPS

続いて，同図書館の電子化事業である

DLPS（Digital Library Production Service）の

説明を，DLPS総責任者の John P. Wilkin氏

と情報検索システム担当の Cristina Powell氏

から受けた。DLPSは1996年から開始した電子

化事業であり，資料の電子化工程のみならずそ

れを提供するシステムの整備に責任をもってい

る。提供するコレクションは，フルテキストデー

タベース（画像を含む），書誌・レファレンス

データベース，画像データベースなど多様であ

り，その数約170種にもおよぶ膨大なサービス

となっている。これらのデータベースには，ミ

シガン大学以外で作成したものも数多く含まれ

ている。

ミシガン大学のWilkin 氏と Powell 氏

ミシガン大学が独自に作成したもので，最も

大規模なデータベースはMaking of America

（MoA）である。これは19世紀の図書・雑誌の

フルテキストおよび画像を収録するデータベー

スであり，図書約8,500件，雑誌記事約５万件

を収録している。Andrew W. Mellon財団と

Sun Microsystemsからの資金援助を受けて実

施しているもので，これほど大規模の電子化を，

ミシガン大学図書館が単独で実施している点に

特色がある。

この他にも，Humanities Text Initiative

（HTI）というプロジェクトでは，図書館員が

研究者や出版社，情報処理技術者と連携して資

料の電子化を進めるなど，意欲的な取り組みを

行っている。

（４）DLPS の運営資金

Wilkin氏の指導の下で，DLPSは当初５名

のスタッフから25名に拡充した。その運営費の

多くは補助金 Grantや産学連携 Partnershipに

よるもので，Wilkin氏によると DLPSの４ユ
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ニットの運営費の内訳は，おおむね次のようで

あるという。

大学 補助金 連携

Digital Conversion 15％ － 85％

Web Service 50％ 50％ －

Information Retrieval 50％ 25％ 25％

Architecture 100％ － －

Wilkin氏は電子化の資金獲得に精力的に取

組んでいる。例えば，第４期のMaking of

America（1999－2001）として，Andrew W.

Mellon財団から42万ドルの補助金を獲得して

いる。また，数学分野の単行書の電子化プロジ

ェクトのために，全米科学財団 Na t i o n a l

Science Foundationから約31万ドルの資金援

助を得ている。

ミシガン大学図書館では，デジタル図書館を

一時的なプロジェクトの段階から，恒常的な図

書館サービスとして定着させること目標にして

いるという。その目標設定と，積極的に外部資

金を導入していく姿勢は，我々も大いに学ぶべ

きところだと考えた。

間奏（その１）アナーバーという街

アナーバー市は人口11万人足らずの街で，住

民の半分程度はミシガン大学に何らかのかかわ

りをもっているという。緑が非常に多く平坦な

小都市で，学園都市らしく，町なみはのんびり

として平和という印象であった。大学生に住ま

せたい街として，全米でももっとも人気のある

ところだという。

なぜこんな場所にミシガン大学があるのかと

疑問であったが，アナーバー・ディストリクト

図書館 Ann Arbor District Libraryの市史展示

を見て解決した。ミシガン大学は1817年に米国

最初の州立大学としてデトロイトに設置された

もので，1837年になってからこの地にキャンパ

ス移転したのである。その後，ミシガン大学の

拡大とともに，大学の街として発展してきたの

だという。人口103万人の大都市デトロイトが

生んだ大学と思えば，この地にあるのも納得で

きるのであった。

ホテルから見たアナーバー市郊外

アナーバー・ディストリクト図書館

キャンパスはホテルから歩いて５分程度の場

所にあり，滞在中何度かキャンパス近辺を散歩

したものである。途中に Bordersという全米

チェーンの書店があり，何度か足をはこんだ。

このアナーバーが発祥の地であるという。店内

では，飲食をしながら立ち読みをする人が多か

った（正確には座り読みだが）。読んだ本が無

造作に床に置かれており，その散乱している本

を店員が気にもとめないのに，ある意味で感動

したのであった。

第２幕 MathSciNet：専門家による専門家の

ためのデータベース

（１）MR 誌

翌30日は，Kister博士の案内・説明により，

MR誌の編集工程を見学した。MR誌のオフィ

スは，キャンパスから車で５分と離れていない

場所にあった。現在の建物は，元はミシガン・

ユニオン・ビール会社のもので，1902年に建て

られたという。
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MR 誌オフィスビル前にて Kister 博士と筆者

MR誌は，アメリカ数学会 American Mathe-

matical Society（AMS）により1940年に創刊さ

れたレビュー誌である。1970年代半ばからミシ

ガン大学内で電算化が始まり，1980年以降に編

集工程全体が電算化された。最初の電子的製品

であるMathSci Discができたのが1989年で，

オンラインサービスMathSciNetは1996年に始

まった。職員数は約70名である。

現在MathSciNetは，総レコード数約160万

件，年間約５万件の論文レビューを収録する大

規模２次情報データベースとなっている。収録

対象誌は約1,800タイトルで，本学の「東北数

学雑誌」ももちろん収録対象となっている。

（２）編集工程

MR誌の編集工程は，以下のようになってい

る。

OCR

10
6.5

12

1

10

17

7

図１ MR 誌の編集工程

レビュー誌という性格上，論文のレビューに

関わる②，④，⑤の処理が大きな役割を果たし

ている。

（３）MathSciNet の特色

MathSciNetというデータベースの特色は，

次のようなところにある。

・専門家によるレビュー誌である。

・数学分野の分類として標準となっている

MSC（Mathematics Subject Classification）

番号を付与している。

・MRefシステムにより著者名典拠コントロー

ルを行っている。

今回の訪問では，MR誌オフィスの Norman

Richert氏および Drury R. Burton氏から，

MathSciNetの著者名典拠コントロールについ

て詳細な説明を受けた。MR誌は，通常の編集

以外の新たな製品開発にも力を入れており，こ

の二人はその開発の中心となっている。

MR誌では，非常に厳密な著者名典拠コント

ロールを行っている。著者名典拠ファイルには，

省略形など同一著者のさまざまな表記は全て収

録し，さらに所属機関の履歴も管理していると

いう。また，全体の2割程度は著者を同定でき

ないが，電子メールで全て確認するという徹底

ぶりであった。
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最新の開発製品として，MRefという引用文

献情報作成ツールの説明を受けた。これは，研

究者が自分の論文でレファレンス（引用文献情

報）を作成する際に，手元にある情報でMR

誌形式の正確な文献情報を検索できるツールで

ある。MR誌形式のほかに，HTML形式や

TeX形式などのフォーマットでも文献情報を

取得することができる。冊子体の数学論文をス

キャナーで読み込み，OCR化された引用文献

欄のまちまちなデータ・フィールド配列や不完

全情報から，書誌情報を正確に取得して相互リ

ンクに利用でき，遡及デジタル化の際に不可欠

な機能である。

全体を通じて感じたのは，MR誌は専門分野

のデータベースとして，研究者を満足させるだ

けの高品質と高機能を追求しているということ

であった。そのために，小田名誉教授を編集委

員会委員に迎えることでも知られるように，常

に利用する研究者側の視点をとりいれる編集企

画を行っている姿勢が伺われる。文献を重要視

する数学分野ならではかもしれないが，利用者

サイドに立ったサービスを行う点には，見習う

べきものがある。

MR 誌の Burton 氏と Richert 氏と筆者

間奏（その２）米国第３位の日本語コレクショ

ン：ミシガン大学アジア図書館

ミシガン大学図書館を訪問した際に，同じ建

物内の４階にあるアジア図書館を訪問した。こ

の訪問は，ミシガン大学訪問の日程が決まった

時点で，アジア図書館の日本人司書である仁木

賢司氏に直接メールでアポイントメントをとっ

て実現したものである。以下，仁木氏にお教え

いただいた話をもとにミシガン大学アジア図書

館の特徴について紹介したい。

このアジア図書館には，約10万冊の日本語資

料が収蔵されている。これは，コロンビア大学，

カリフォルニア大学バークレー校に次ぐ，全米

第３位のものである。英国の図書館で所蔵する

日本語資料の総数が約10万冊強であることと比

較すると，１大学としては非常に充実した蔵書

であるといえる。

ミシガン大学には，第二次大戦前から日本語

関係の学科があり，日本研究が盛んであった。

戦時中には，対日諜報活動の教育も行われてい

たという。また，小津安二郎などの日本映画に

ついても関心が高く，その関係の資料も充実し

ている。４階の上にある屋根裏の書庫には日中

韓の新聞のバックナンバーが多数収納されてい

た。

仁木氏は，ミシガン大学に赴任する前は，コ

ロンビア大学に在職していたとのことである。

東海岸から転勤して，淡水系しかないという魚

類の食材の少なさに嘆いたとのことであった。

その代わり，米国中西部の牛肉の美味さと安さ

は賞賛していた。

第３幕 ProQuest：保存メディアとしてのア

ナログとデジタル

（１）ProQuest 社

ProQuest Information and Learning社は，

学術教育関係のデータベースや雑誌論文・新聞

記事を提供するサービスを行っている。Pro-

Questの名のもとに，Chadwyck-Healeyと

UMIブランドの各種製品を提供している。本

学では，Periodicals Citation Index（PCI）とい

う人文社会科学系データベースを導入してい

る。

アナーバー出版施設は，学位論文や新聞の本

文をマイクロ化する旧 UMI社を引き継いだも

のであり，Early English Books Onlineや19世

紀にさかのぼる新聞の全文記事を提供する事業

などを手がけている。

まず我々は，アナーバー市中心から南約５

kmの Eisenhower Placeにあるオフィスを訪

問し，副社長の Rod Gauvin氏から同社の事業
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に関する概要説明を受けた。アナーバー市には，

約1,200名の職員が勤務しているという。その

後，市の西郊外約10kmの Zeeb Roadに位置

する出版施設に移動し，施設見学を行った。

（２）マイクロ化

まず始めに説明を受けたのは，新聞・雑誌な

どをマイクロ撮影する設備であった。設備自体

は目新しいものではないのだが，全ての部署が

３シフト制をとって，設備自体を24時間フル稼

動させて費用対効果をあげるという徹底的なマ

ネージメントであった。

マイクロ撮影したフィルムは，次に現像され

てマスター（第１世代）となる。このマスター

から第２世代のマイクロ，第３世代のマイクロ

が作成される。これらはすべて，専用のマイク

ロ保存書庫に収納され，その総数は5.5億ペー

ジにのぼるという。保存書庫の書架が何十メー

トルも並ぶ光景は，壮観であった。

第２世代，第３世代のマイクロから，販売用

のマイクロフィルムや冊子体の製品が複製され

る。電子出版部では，単体商品の販売の他に，

教育機関向けのコースパックを用意して，注文

に応じているという。

Zeeb Road の ProQuest 社

（３）デジタル化

デジタル化は，アナログ情報であるマイクロ

媒体からデジタル化する工程と，冊子原文を

OCRスキャニングしてデジタル化する工程の

２種類に大別される。新聞や古典籍は，資料を

いためずかつ効率的に撮影できる前者の方式

で，デジタル化を行っている。雑誌論文や学位

論文については，フィーダー付きのスキャナー

を使った後者の方式で，効率的にデジタル化を

行っている。マイクロ化の工程にもデジタル化

の工程にも，厳密な製品検査が組込まれている。

Early English Booksに代表される古典籍や，

19世紀にさかのぼる新聞などの歴史的に価値の

ある資料は，デジタル媒体だけではなくマイク

ロというアナログ媒体でも保存していることに

注目するべきであろう。頻繁にデータ形式が変

わるデジタル情報に対して，マイクロというア

ナログ情報は，歴史的に見ても実績がある。遠

い未来においても，情報の保存形式としては信

頼性が高いと判断しているものと考えている。

平成15年度からの本学和算資料の電子化手法

についても，同様の判断をしてマイクロ化とデ

ジタル化を組み合わせて実施している。

間奏（その３）デトロイト・ワールドゲートウ

ェイ

アナーバーでの用務を終えて，月の変わった

10月１日にフィラデルフィアに向かった。出発

する空港は，米国に到着した時と同じデトロイ

ト・メトロポリタン空港であった。到着時は空

港内を歩くこともなかったが，今回は出発まで

の時間もあったので，ゆっくり見て回ることが

できた。

この空港は別名ワールドゲートウェイとも呼

ばれ，我々が搭乗したノースウェスト航空の最

大の拠点となっている。国際線の大半は一旦こ

の空港に到着し，利用客はここから国内線に乗

り継いで米国内に向かうという，一種のハブ的

な役割を果たしている。

デトロイト・ワールドゲートウェイは，2002

年に建てられ，その機能的で斬新なデザインに

より，建築・工学・運輸・デザインなどの分野

で数多くの賞を受賞しているという。

建物全体は横一直線に長く，400m位の距離

がある。出発ゲートに入る位置はこの直線の中

間点にあり，さまざまに変化する噴水がある広

場となっている。利用者は，そこから左右に並

ぶ搭乗口に向かうことになるのだが，延々とこ

の直線を歩くことはない。通路の上方にトラム

という電車が２台，常に左右に行き来している
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からである。トラムが運行している空港は，こ

こが世界初であるという。

デトロイト・ワールドゲートウェイ

確かに私の少ない経験からしても，構造がシ

ンプルで分りやすく，上にトラムが走っていて

も空間が広々としており，非常に快適な空港だ

と思った。ユーザ志向の設計で機能的で美しい

景観をもつ建物であり，一見の価値がある。

第４幕 Thomson-ISI 社：学術コミュニケー

ションを数値化する試み

（１）Thomson-ISI 社の製作工場

Thomson-ISI社は，Web of Scienceの提供

元として知る人も多いであろう。米国本社は，

ペンシルベニア州フィラデルフィア市のペンシ

ルベニア大学にほど近い場所にあった。今回は，

午前中にデラウェア川を渡った市郊外の Cher-

ry Hill（隣のニュージャージー州）にあるデー

タベース製作工場を見学し，午後に本社でミー

ティングを行うこととした。

本社の Nicola Hill氏とアイルランド工場か

ら出張で来ていた Jodi L. Bukowski氏が同行

して，本社から15km離れた工場まで移動した。

始めに，Lynn M. Sonk氏から ISI社のデータ

ベース製作工程である International Data

Production Operations（IDPO）の概要説明を

受け，その後，各工程をまわりながら現場で説

明を受けた。この工場の職員数は，72名である

という。

（２）製作工程

ISI社の製作工程 IDPOは，以下のようにな

っている。

OCR

140

7

図２ ISI 社の製作工程

スキャニングから書誌データの採択（タグ付

け），OCRキャプチャーによるデータ入力とい

う一連の工程は，非常に効率的である。工程全

体の所要日数は5.8日であり，データベースの

更新は毎日行われている。同一の職員数・同一

の所要日数で，毎年増加するデータ入力件数を

処理し続けるために，IDPOでは，常にデータ

品質，製作方法，効率性の向上を図っていると

いう。

Cherry Hill工場のほかに，ISIはアイルラ

ンドに製作工場をもっている。製作工程を二重
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化することで，災害時等に製作機能が完全に停

止することがないようにしているとのことであ

る。

（３）WoS の将来展開

昼食後の本社でのミーティングでは，製作部

門副社長の Jim Pringle氏と同ディレクターの

Reynold Guida氏から，Web of Knowledgeの

将来構想や，外部データベースを統合検索する

ことのできる新機能Webfeatについて説明を

受けた。Web of Scienceについては，2004年

４月から論文著者名の Full Name化を始める

計画や，ブラジルで進めている Author Project

計画についての説明もあった。我々からは，日

本の各大学で進めている研究者データベースの

状況について紹介した。

次いで，2002年10月に本学を来訪した David

A. Pendlebury氏から Essential Science In-

dicators（ESI）の新バージョンについての説明

を受け，その後，意見交換を行った。特に小田

名誉教授との間では，数学分野内での引用回数

の取扱い上の問題点や著者名典拠の取扱いにつ

いて，内容の濃い議論が交わされた。

ISI 社でのミーティング

Web of Science ほどの大規模データベース

になると，改善を図っていくのはなかなか大変

なことである。それにも関わらず，ユーザの意

見を聞いて取り入れようとする姿勢を目の当り

にすることができた。Citation Indexの創設者

で，現在 ISI名誉会長である Eugene Garfield

氏の意思を継いで，学術コミニュケーションを

数値化する試みを続けるスタッフと話し合えた

のは，貴重な経験であった。

本社内 Garfield 氏デザインの壁画前にて小田名誉教授と筆者

後奏 フィラデルフィアからの帰国

米国第５の大都市フィラデルフィアは，人口

約160万人である。1682年に英国のクェーカー

教徒ウィリアム・ペンにより創設された歴史あ

る街で，独立宣言採択された街でもある。市内

には名所旧跡が数多くあり，到着した日に時間

を見つけて，街中を歩いてみた。

最も印象に残ったのは，見事な時計台のある

市庁舎 City HallとE. A. Poe記念館であった。

また，フィラデルフィア交響楽団の本拠地であ

る Kimmel Centerも美しい建物であった。ま

た別の機会に，ゆっくり時間をかけて見てまわ

りたい街であった。

最終日は，フィラデルフィアからノースウェ

スト航空の拠点の一つであるミネアポリス国際

空港経由で成田に帰国し，調査の全日程を終了

した。

以上，それぞれ特徴的なデジタル化の活動を

行う４つの機関について，筆者なりの収穫を報

告させていただいた。

最後になるが，海外調査の機会をあたえてく

ださった関係者の方々と，出張中終始ご指導い

ただいた小田名誉教授に，この場をかりて感謝

申し上げ，この報告の終わりとしたい。

（よねざわ・まこと）
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附 属 図 書 館 の 概 況

この概況は毎年実施される大学図書館実態調査のうち主な項目をとりまとめたものである。表１は平

成12年度～平成14年度の概況，表２は平成14年度部局別のものである。

表 １

区 分 平成12年度 平成13年度 平成14年度

和 1,813,300 冊 1,850,223 冊 1,865,844 冊

蔵 書 洋 1,774,325 1,804,020 1,818,812

計 3,587,625 3,654,243 3,684,656

和 29,276 種 31,517 種 32,891 種

所 蔵 雑 誌 数 洋 35,968 37,797 36,963

計 65,244 69,314 69,854

和 31,505 冊 36,923 冊 35,948 冊

年 間 受 入 数 洋 32,467 29,695 26,439

計 63,972 66,618 62,387

和 12,077 種 11,764 種 11,713 種

年 間 雑 誌 受 入 数 洋 8,446 8,010 7,563

計 20,523 19,774 19,276

奉仕対象

者 数

学 生 18,329 人 18,329 人 17,315 人

教 官 2,587 2,571 2,645

蔵書数（冊） 171.5 174.8 184.6
１人当り

奉仕対象
年間受入冊数（冊） 3.1 3.2 3.1

図書館資料費（千円） 42.7 42.0 44.3

総 数 137 人 135 人 134 人

図 書 館 職 員 数 専 任 69 68 65

臨 時 68 67 69

図書館職員１人当り奉仕対象者数 152.6 154.8 149.0

図 書 館 資 料 費（千円） 892,721 877,030 884,574

大 学 総 経 費（千円） 88,417,302 87,760,056 90,119,061
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発令年月日 旧 官 職氏 名新 官 職 備 考

16. 3.31 坂 上 光 明 事務部長 定年退職

〃 菅 原 邦 男 総務課課長補佐 〃

〃 小 松 武 彦 情報管理課図書情報掛長 〃

〃 前 田 裕 子 情報サービス課閲覧第二掛長 〃

〃 宍 戸 友 三 医学分館総務掛主任 〃

〃 川 村 隆 男 工学分館図書館専門員 〃

〃 名 倉 千 春 事務補佐員（総務課庶務掛） 任期満了

〃 京 極 貴 子 事務補佐員（総務課会計掛） 〃

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

編 集 後 記

今号では，学術雑誌の編集長もされていた佐

藤医学分館長が，冊子体による文献検索から初

期のデータベースの時代を経て，インターネッ

トを利用した情報環境へ至る過程について書か

れていますが，当時からの状況を知る者として

感じるのは，欧米に比べて大学の学術情報整備

や学術コミュニケーションに対する係わり方の

度合いの差が昔も今もあまり変わらないことで

す。

新たな国立大学法人像の一つが，個性豊かな

大学づくりと国際競争力ある教育研究の展開で

あるようですが，そのためには大学としての情

報発信や学術情報基盤の整備をもっと積極的に

進めていく必要性を感じます。

最後に，今年度も多くの方々に寄稿を依頼し

快くお受けしていただきました，改めて御礼申

しあげます。（Ｍ）
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